公 

ADVANCE H) 

/ \ PHOTO SYSTEM 


使用説明書 



ミ/ r§™N ミミ 


すぐに撮影したい方は、 P .17 〜 P .33 の 
「撮影のを本ステップ」をご賣くださし、。 


各部のを称 


送信ボタン 


フォー カ スモー ド切り換え 
ダイヤル陪 P .24 


レンス’1又りタトし 
ボタン防 P .20 




AFi 助光防 P .42 
セルフタイマーランプ P .61 
ホ目轻減ランプ防 P .65 


内蔵スピードライト防 P .32 


リモコン ML - L 1 
防^ P .62 


力ートリッジ 
ぶた開閉 
ノブ 

腐* P .22 


コマンド 

ダイヤル 

シャツ ターボタン 陌* P .19 
電源スイッチ防 P .18 


イ寸属品 
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接眼目当て DK -11 陪 P .64 


ファインダー 接眼窓 



操作ボタンカバー內 


プリントタイプ 
切り換えレバー陪 P .54 


視度調節レバー际■ドが 


ス ピー ドライト 
ロック解除レバー 

腐* P .32 


カートリッジぶた 

が P .22 


電池ぶた開閉 
ノブ 腔 " P.IS 


操作ボタン 
カバー 


電池ぶた 

腐" P .18 


兰脚ねじ巧 


表示パネル 

陌> P .4 


露出モード 
ダイヤル 

陌" P .26 


途中巻き戻しボタン陽 P .40 
SEI ECT (セレクト）ボタン 


’ P .55 


セルフタイマーボタン陪 P .61 
リモコンボタン陪 P .62 

DATE (デーりボタン陪 P .56 


露出補正ボタン陪 P .53 


シンクロモードボタン陪 P .66 
ADJUST (アジャスト）ボタン 
陌^ P .55 


血\を 

か 

巧 ■ 

P の 


1■語ボタン防 P . 煎 


タイトルボタン防 P . 煎 
















































表不パネル/ファインター内表不について 


■表示パネル 


シャツタースピー ド/ 

テー ト表巧 臨 P.47/55 


データ記録 


絞り値/デート巧でげ P.48/55 


タイトル マー ク 
豚 P. 胜 


マーク腹 ■ P.SG 



ンノ クロ ~ti — 卜ぷ /J、 陣 P.66 

セルフタイマーマーク陽 P.61 
力ートリッジ在中マーク 陪 P.23 


リモコンマーク11^ P.62 


表示パネルとファインダー内表巧について 
表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなるこ 
とがあります。また、低温下では液晶の応答速度が多少遅くなることがあります。 
いずれの場合も常温時には正常に戻ります。 


こら "CE マーキング’’について 

CE はヨーロッパ協をに onformi お Europeenne) の意味で、マーキングはその製品が適応され 
る EC 規定をすべて満たしていることを表しています。 
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■ファインター内表巧 



•上記の説明は、 H タイプ（縦横比 
9 : 16) のプリントタイプにセット 
した時の状態で説明しています。 


ヒント表で：陪 P.29 
を父り値表示陪 P.47 _ 

シャツタースピー ド 表示 降 P.47 



P タイプ（縦横比1:3) 


C タイプ（縦横比2 : 3) 
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はじめに 


絵表示の例 


A 記号は、ま意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具 
体的なま意内容庙図の場合は感電•ま意）が描かれています。 

Q 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な禁止内容庙図の場合は分解禁止）が描かれています。 

♦記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近 
くに具体的な強制内容庙図の場合は電池を取り出す）が描かれています。 


このたびはニコンプロネア S をお買い上げいただきありがとうございます。 
ご使用の前にこの r 使用説明書」をよくお読みのうえ、十分に理解してから正しく 
お使いください。お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必 
ず保管してください。 

このカメラには、次のような4寺長があります。 

.アドバンストフオトシステムを採用しており、優れた携帯性を発揮すると同時に、コ 
ンパクトカメラ感覚で気軽に撮影が楽しめる一眼レフカメラです。 

•各露出モードがダイヤルに絵表示されていますので、希望する露出モードのセットが 
容易で、多彩な撮影が簡単に楽しめます。 

•才ート AF サーボ （ AF-A) 機能により、被写体が静止しているか移動しているか、お 
よび移動の方向をカメラが判斷し、状況に合わせてシングル AF サーボ （ AF-S ) かコ 
ンティニュアス AF サーボ ( AF-C) のどちらかをカメラが自動的に選択します。 

安全上のごま意と表示について 

製品を巧全に正しく使用していただき、あなたや他の人へのを害や財産への損害を未然に 
防止するために、重要な内容を記載しています。 

表示と意巧は次のようになっています （詳細は P.14 〜16をご覧ください)。 


化 

口 


A 警 
A 注意 


この 表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t また 
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害 
を負う可能性が想をされる内容および物的損害の発生が想 
定される内容を示しています。 


_V 








ご確認ください 


■巧証書とご愛用者カードについて 

この製品には保証書とご愛用者力ードが添付されていますのでご確認ください。 
•保証書の詳細につきましては、 P .7 日の「アフターサービスと保証について」を 
ご覧ください。 

•ご愛用者力ードをご記入の 上 ご返送くださいますと、カメラの基礎知識、撮 
影ちま、撮影の楽しさなどを紹介しました写真を撮るための手弓 I 書「ニコン- 
ナイスショット」、または著名な写真家による、ニコン機がで撮影した写真集 
「ニコン.ビュー」のうち、ごを望のいずれか一冊をお届けいたします。 

■使用説明書の巧発行は当社サービス機関へ 

使用説明書の内容が破損などによって判読できなくなったときは、裏面の当社 
サービス機関にて新しい使用説明書をおホめください（有料)。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をするときには、也、ず試し撮りをして、 
カメラが正常に機能するかを事前に確認してください。 

-本製品の故障に起因する付随的損善（撮影に要した諸費用巧び利益喪失等に 
関する損善）についての補僧はご容赦願います。 

■定期的に点検サービスを受けてください 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度はを期点橫を、3〜日年に1度は才ーバ 
ーホール されることをおすすめします0 

-特に業務用にご使用になる場合は、早めに点横整備を受けてください。 

•点横整備をか頼される際は、よりまん、してご愛用いただけるよう一緒にお使い 
のレンズやスピードライト等も併せて点検侦頼されることをおすすめします。 

■本製品を安也してご巧用いただくために 

本製品は、当社製のレンズおよびスピードライトなどのアクセサリーに適合す 
るように作られておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 
•イ也社製品との組み合わせ使用じより、事故、故障などが起こることもございます。 
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アドバンストフオトシステ厶について 


ニコンプロネア S は、アドバンストフオトシステム（これた i 降 1 X 240 システムと表 

記します）を採用したカメラです。 

1 X 240 システムが応カメラには、シンボルマ -ク公 が表示されています。 

1X240 システムの主な特長 

フィルムの装てんが簡単に行え、フィルムの使用が態がマークで確認でき 

ます。さらに、フィルムの途中交換なども行えます。 

• 力ートリッジフィルムを採用していますので、今までのカメラのようにフィルムをパト 
口ーネから引き出してセットする'必要がありません。 

. 力—トリッジ フィルムの 側面には4段階の マークがついて おり、この マーク によりそ 
の フィルムの 使用が態が簡単に確認できます。また、力ートリッジ フィルムの 途中 
交換や他の MRC (Mid-Roll Change :力ートリッジ途中交觀權能（陪 P.41) 付きの 
こコンカ メラとの間での フィルム 交換もできます。 

撮影シーンに合わせて巧重類のプリントタイプが選べます。 

-プリントタイプは H • P ■ C タイプのいずれかが 
選巧できます。ワイドな縦横比9:16の H (ハイ 
ビジョンワイド）タイプ、縦横比1:3のド（パノ 
ラマ）タイプ、そして従来の縦横比2:3の C (ク 
ラシック）タイプがあり、いろいろなサイブで 
の撮景ミが楽しめます0 

H タイプ（縦横比9: 16) 


P タイプ（縦横比 1:3) C タイプ（縦横比2 : 3) 
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写真に日付.時刻はもちろん、メッセージも印字できます。 

-プリント写真に日付や時刻はもちろん、12力国の言語で30種類のメッセージ（コンニチワ、 
アリボトウなど）を印宇することができます。 

フィルムを現イ象-プリントに出される場合 


認定ラボ店 

マー ク 

-このカメラで撮影した力ートリ’ソジフィルムを、現イ象-プリントに出される場合は、 
上記の「認をラボ店マーク」を提示してあるお店に出されることをおすすめします。 
認定ラボちマークは IX240 システム用プリントのガイドラインに対応したおちである 
ことを表しています。 

•認をラボ店マークのあるお店に現イ象-プリントを出されますと 

1 . 撮影時にお客様が設定:した H • P • C の各タイプに巧応してプリントできます。 

2. お客様が設定した日付や時刻、タイトルなどを各プリントに印字可能です。 

3. 1本の力ートリッジフィルム内に記ままされているすべての写真をまとめてプリントし 
た、インデックスプリントがご利用いただけます。 

4. 現像済みのネガフィルムは、力ートリッジに収納されたが態で返ま！]されます。 
上記のサービスは、それぞれのお客様のご要望に応じて変更することができます。サービスの 
内容、料金等については、お店にお問い合わせください。 

-お客様が設をした日付や時刻などを、各プリントの表面や裏面に印字可能ですが、 
表面には印字できない場合もあります。また、印字される内容はラボ機器の仕様に 
より異なりますので、現像.プリントを出されるお店に印字内容をご確認ください。 
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目次 


この使用説明書は、「撮影の 基本ステップ」 を中ん、に構成されています。 

「撮影の 基本ステップ」 は電池、レンズ、フィルム、ピント、露出、撮影と基本的な撮影 
手順を説明しており、すぐに撮影したし、方や一眼レフカメラを初めてお使いになる方でも、 
ここをリ厦にお読みいただければ、簡単に撮影が行えるようになっています。 

「操作の詳細」 では、レンブから露出まで、 「撮影の基本ステップ」 とほぼ同じ順番で各機 
能をより詳しく説明しています。簡単な撮影方法をマスターした後、各磯能の詳細へとス 
テップアップすれば、高度なテクこックをか要とする撮影も巧えます。 

「スピードライト撮影」 では、内蔵スピードライ ト による撮影方法を説明しています。暗い巧で 
はもちろん、明るい巧でも自由自在にスピードライトを活用した撮影が巧えます。 

使用説明書の全体的な構成は、 P .12 〜13をご覧くださし、。それでは、この使用説明書 
をよくお読みいただき、プロネア S の機能をま巧して撮影をお楽しみください。 


撮影前に . P .2 〜16 


各部のを称 . P .2 〜 3 

表示パネル/ファインダー内表示に ついて . P .4 〜 5 

はじめに . P .6 

ご確認くださし、 . P .7 

アドバンストフォトシステムについて . P ぶ〜 9 

使用 説明書の構成 . P .12 〜 13 

警告/注意 . P .14 〜 16 


撮影の基本ステップ . P .1 7〜34 


1. カメラに電池を入れ、電池の容量を確認します。 . P .18 〜19 

2. カメラにレンズを取り付けます。 . P .20 〜21 

3. フイルムを入れましよう。 . P .22 〜23 

4. フオーカスモード切り換えダイヤルを AF にセットします。 . P .24 〜25 

5. 露出モードダイヤルを;^□にセットします。 . P .2 目〜27 

目.プリントタイプをホめ、カメラを構えて、ピントを合わせます。 . P .28 〜29 

7. ファインダー巧表示を確認して、シャッターをきります。 . P .30 〜31 

8. 内蔵スピードライトを使ってみましょう。 . P .32 〜33 

コラム：ピントと露出の豆知識 . P .34 


10 



























操作の詳細 . P .3 日〜70 


このカメラに使用可能なレンズについて .P.36 〜38 

フイルムについて .P.39 〜41 

フォーカスモードついて .P.42 〜43 

フォーカスロック撮影 .P.44 

各露出モードによる撮影 .P.45 〜48 

AUTO (才ート） .P-45 

マルチプログラムオート .P.46 

シャッター優先才ート .P.47 

系交り優先才ート .P.48 

イメージプログラムによる撮影 .P.49 〜50 

プログラムシフト/測光方式について .P.51 

長時間露出（バルブ）撮影 .P.52 

露出補正について .P.53 

プリントタイプについて .P.54 

曰か-時刻の合わせ方と印字について .P.55 〜57 

言語•タイトルのセットと印字について .P.58 〜60 

セルフタイマー撮影 .P.61 

リモコン撮影/タイム撮影 .P.62 〜63 

ネ見度調節磯能/アイピースキャップについて .P.64 

スピードライト撮影 .P.65 〜69 

各モードの組み合わせについて .P.70 


資料編 . P .71 〜83 


別売りアクセサリーについて .P.72 

カメラの取り扱いと電池の取り扱いについて .P.73 〜74 

アフターサービスと保証について .P.75 

故障かな？と思ったら（修理を估頼される前に） .P.76 〜78 

仕様 .P.79 〜81 

索引 .P-82 〜83 
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使用説明書の構成 


撮 

影 

の 

基 

本 

ス 


ソ 

プ 


1 カメラに電池を入れ、 



1 電池の容量を確認します。 

P .18 〜19 

n カメラに 



4 レンズを取り付けます。 

P .20 - 

-21 

ウフイルムを入れましよう。 

P .22 - 

-23 



* 


習 



プリントタイプを;夫め、カメラを構えて、 
ピントを合わせます。 P .28 〜29 

ファインダー内表示を確認して、 

シャツ ターをきります。 P ‘30 〜 31 


内蔵スピードライトを 
使ってみましよう。 


P .32 〜33 
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カメラのおり扱いと電池のおり巧いじついて （ P .73) 


このカメラに使用可能なレンズについて ( P .36) -CPU 内蔵ニッコール （ P .36) / 
CPU 内蔵ニッコールお外のレンズ （ P .37) /レンズの焦点距離と画角 （ P .38) 


フイルムじついて （ P .39) . 1 X 240 力ートリツジフイルム （ P .39) /フイルムの途中 
巻き戻し ( P .40) /フィルムの巻き戻しが巧われない場合 （ P.W /撮影途中に巻き 
戻しを巧った力ートリッジフィルムの再装てん （ P .41) 


フォーカスモードについて （ P .42) ■ AF (才ートフォーカス） ( P .42) /AF 補助光 

( P .42) /M {マニュアルフォーカス） （ P .43) 

フオーカスロック撮影 （ P .44) 


各露出モードじよる提影 （ P .45) - : AUTO (才ート） ( P .45) /P :マルチプロ 
クフムオート （ P .46) /S :シャッター優先才ート （ P .47) /A :絞り優先才ート 
( P .48) イメージプログラムによる撮影 （ P .49) ■ミ：ポートレート / B : 風景/ 
A :クローズアップ/扇：夜景プログラムシフト/測光方式について （ P .51) 長 
時間露出（バルブ）撮影 （ P . 班）露出補正について ( P .53) 

プリントタイプじついて ( P .54) 日巧■時刻の合わせ方と印字じついて （ P .55) 
言語.タイトルのセットと巧字について （ P .58) セルフタイマー提影 （ P .61) 

リモコン撮影/タイム揭影 （ P .62) 視度調節機能/アイピースキャップについて 
( P .64) 各モードの組み合わせについて （ P .70) 


操作の詳細 


スピードライト提影 （ P .65) • 内蔵スピードライトと TTL-BL 調光 （ P . 城/シンク 
ロモードの種類と特長 CP .65) /撮影方法 CP .66) /使用可能なレンズ ( P .68) / 
調光範囲 （ P .69) /SLM について （ P .69) 
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A 警告 


分解禁止 


分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケボをすることがあります。 


接触禁止 

〇 

すぐに觸赚 


落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手 
を触れないこと 

感電したり、破損部でケボをすることがあります。 

電池を巧いて、販売店または当なサービス機関に修理をが頼してくださ 


電池を取る 

分解禁止 


発熱、発煙、焦げ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出 
すこと 

そのまま使用すると义災、义傷の原因となります。 

電池を取り出す際、义傷に充分を意すること。電池をおいて、販売店ま 
たは当社サービス機関に修理を化頼して〈ださい。 


(§) 

水かけ禁止 

使用禁止 


水につけたり水をかけたりしないこと 
発火したり感電することがあります。 

可燃性ガスの雰囲気中で使用しないこと 

爆発、义災の原因になることがあります。 
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レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 
V 失明やネ見力障害になることがあります。 

見ないこと 

ストラップが首に巻き付かないようにすること特に幼巧•お 
f \1童の首にストラップをかけないこと 

^ 首に巻き付いて窒息することがあります。 

禁 止 


A ま意 

目の近くでスピードライトを発光しないこと 

y 一時的な視力障害になることがあります。 

発光禁止 

A ぬれた手で操作しないこと 

感電の原因となります。 

感電を意 

製品および付属品は、幼おの手の届かない所に保管すること 

( 〇ケガをしたり付属品や電池を飲み込む恐れがあります。 

が置禁止 

/V 使用しないときは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあた 
/|\ らない所に保管すること 

《 • ， 太陽光がレンズに入射し、発义の原因となります。 

保管ま意 
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A ま意 

H 脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと 

( 転倒したりぶつけたりしてケガの原因となります。 

移動禁止 

電池を火に入れたり、シヨート、分解、加熱をしないこと 
破裂、発义の原因となります。 

禁止 

A 電池に表示された警告-注意を守ること 

/ ♦ \破裂、発义の原因となります。 

使用ミち意 

A 使用説明書に表示された電池を使用すること 

/ ♦ \発熱、発火の原因となります。 

使用’;ま意 

/新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をま 
f ぜて使わないこと 

破裂、発火の原因となります。 
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撮影の基本ステップ 


AUTO モードによる 
簡単な撮影方法を説明しています。 


ここでは、もっとも簡単な撮影方法として下表の装着レンズ、 
カメラ各部の設をを前提としています。一般的な撮影は、 
AUTO モードでほとんど行えます。 


装着レンズ 

一 

IX ニッコールレンズ 

フォーカスモード 

み 

オー トフ ォー カス 

露出モード 

み 

A 凹： AUTO モード 

測光モード 

み 

犯-6み割マルチパターン測光 

内蔵スピードライト 

み 

ノーマルシンクロ* 

* 露出モードを AUTO モー 

ドにセツ 

卜すると、自動的にセットされます。 
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カメラに電池を入れ、電池の容量を確認します。 


このカメラには、リチウム電池 （ CR 2 
タイプ）を2本使用します。 

(別売りのパワーパック MB -11 を使用す 
ると、 1.5 V の単3形電池も使用できま 
す!® ■ P .72) 



1.1 


電源スイッチを OFF にし、電池ぶた開閉ノブをスライドさせ 
て電池ぶたを開けます。 



カメラの電池はデート機能の電源も兼ねています。初めて電池を入 
れた時は、同時に日付と時刻を合わせてください（陪 P .55)。 また、 
電池を交換する場合は、約5か政内に電池を交換すれば交換前の日付 
と時刻は記憶されていますが、電池を抜いたが態が約5かを超えてリ 
セットされた場合は、曰かと時刻を合わせ直してください。 


1.2 


電池室内の律)©表71^ししたがって電池を入れ、電池ぶたを確 
実に閉じます。 



•©©を間違えますと、故障の原因となる場合があります。 

•最初にスプリングのついているち（©極側）に電池を1本入れてか 
ら2本目を入れ、最後まで確実に押し込んでください。 
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囚ここをチェックしましよう 


□電池は幼児の手の届かないところに置き、万一、お子様が飲み込んだ場ろは 、 S 

ただちに医師と相談してください （ P .74 「電;也の取り扱いについて」をご覧く 本 
ださし、)。 与 

□電ミ也を交換するときは電源スイッチを OFF にして、2本とも同じメーカーの新品 ッ 
電;也に交あしてください。 プ 

□あか等へお出かけの際は、予備の電池をお持ちください。 


\ Q 電源スイッチを ON にして、バッテリーチェック表示:^^で 
電池容量を確認します。 



-因(点灯）：電池の容量はをみです。 

臣二1=(点灯）；電;せ容量はわずかです。予備の電化を準備してください 
(ファインダー内表示はシャッターボタンから指を離すと 
占な し ホす） 

(点嫩：電池を交換してください（シャッターはきれません)。 
-電源スイッチを ON にして約5砂経過すると、表示パネルのシャッター 
スピードと撼り値、ファインダー内の表示が消灯します。 



シャツターボタンの半押し操作と、半押しタイマーについて 




•シャツターボタンをキ巧しする（軽〈巧す）と、キ巧しタイマーが作 
動して、表示バネルとファインダー内の表示が再点灯します。指を離 
してから約5砂'経過するとこれらの表示は巧度自動的にミ肖なします。 
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カメラにレンス’'を取り付けます。 


電源スイッチを OFF にして、レンズを 
取り付けます。 IX ニッコール Jii 外の 
CPUrt 蔵ニッコールレンズを取りかけ 
た場合、絞りリングは常に最小絞り 
(最も数値の大きい较り）にセットし 
たままにします。 




カメラとレンズの着脱指標を合わせて、レンブを矢印方向にカチッと音 
がするまで回します（レンス'取リタI■しボタンは巧さないで〈ださい)。 


レンズが装着されていないときや、 CPU 内蔵ニッコールじ!かのレンブ 
( wP .37) を装着したときは、電源スイッチを ON にすると表示バネルとファ 
インター内表示に F -- が点滅して警告し、シャッターがきれません（露出モー 
ドがシャッター 優先才一 卜時は F -- が点灯して、シャツターがきれます 


2.2 


カメラからレンズを取り外すには 



-レンス耶り外しボタンを押しながら、レンズを失印方向に回して外します。 
-カメラからレンズを長時間外しておくときは、か罵のボディキャップ、 
または別売りのボディキャップ BF -1 A を装着して、カメラの内部を保 
護してください（旧タイプのボデ イキヤツ プ BF -1 は装着できません)。 
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区]こしをナエックしましよフ 

□できるだけ、 IX 二'ソコールか D タイプ AF ニッコールをご使用ください。このカメラ 
の機能をフルに利用できます （ P .36 にのカメラに使用可能なレンズについて」を 
ご覧ください)。 

□レンズの着脱は、直が日光を避け、カメラやレンズが不用意に作動しないよう、 
カメラの電源スイッチを OFF にして行ってくださし、。 

□レンズ装着時は、レンズ取り外しボタンを押さないでくださし、。 


ク A IX ニッコール 外の CPU 巧蔵 ニッコ 
場合、絞りリングを最小絞りにセッ 


•最小絞りにセットされていないときは、電源スイッチを ON にすると表示 
"ネルとファインダー内表示に fEE が点滅し、シャッターがきれません。 

■ 焦点距離と画角の関係が 35mm キリカメラ使用時の場合と異なります知 P.38)。 


画汪意 IX 二 J ソコールを取り付ける隙のご注意 

IX こ‘ ソコー ルレンズを取り付 
ける際は、ボディ側の絞り連 
動レバーにレンズ後端のプロ 
テクター部をぶつけないよう 
にを意してくださし、。絞り連 
動レバーが変形すると正常な 
機能が発揮できな〈なり作動 
不長:の原因となります。 




-ルレンズを取りかけた 
卜して、ロックします。 



撮影の基本ステップ 
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フィルムを入れましよう。 

電源スイッチを ON にし、力ートリッ 
ジフィルムを入れて、力ートリッジぶ 
たを閉じると、自動的に1コマ目まで 
空送りされて、フィルム感度も自動設 
をされます（吃025〜10000)。 



3.1 


力ートリッジフイルムの使用が態マークを確認します。 



ホ使用 


- 途中まで撮影済み 

数 

撮影済み —— 


フィルムを装てんする前に、使用が態マークが〇 (未使用）または D 
(途中まで撮影済み）になっていることを追、ず確認してください 
(防 P . 城。 


3.2 


電源スイッチを ON にし、力ートリッジぶた開閉ノブを回転させ 
て力ートリッジぶたを開け、力ートリッジフィルムを入れます。 




カートリッジぶた裏側のカートリッジホルダーに、 力ートリ'ソ ジフ 
イルムを下側から最後まで確実に押し入れて装てんします。 
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区]こしをナエックしましよフ 

□このカメラは 1 X 240 力ートリ‘ソジフィルムま用です。それな外のフィルムは使用でき 
ませんのでごま意ください。 

□フィルムを裝てんする前に、使用状態マークを確認してくださし、。また、途中ま 
で撮影したフィルムの再装てんも斤えます。詳細は P .41 をご覧ください。 
□フィルムが正しく装てんされたかどうかは、表示/巧ルで確認できます。 
□屋外でフィルムを交換するときは、直射日光を遐けてください。 


〇〇力ートリッジぶたをパチンと音がするまで静かに閉じると、 
ふ J フィルムが自動的に空送りされます。 


•表示パネルに力ートリッジを中マ 
夕一に撮影可能枚数が表示されると、フィルムの装てんは完了です。 
•表示パネルに Err と〇が点減している場合は、フィルムが正しく装て 
んされていをいか、撮影済みの力ートリッジフィルムが入っています。 
力ートリッジぶたを開けてフィルムを装てんし直すか、新しい力ート 
リッジフイルムを入れてくださし、。 

-フィルムの巻き戻しは、撮影フィルムが終了すると自動的に行われ 
ます（防 P .31)。 


E1 を意 力ートリッジぶたを閉じる際のご注意 
フィルム装てん時、力ートリッジぶたを勢いよく閉めますと、内 
部機構の破損などにつながる恐れがありますので、ゆっくりと静 
かに閉じてください。 



-ク0がぶ、灯し、フイルムカウン 



撮影の基本ステップ 
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フオー カスモード切り換えダイヤルを AR こセットします。 


フォー カ スモー ド切り換えダイヤルを 
AF (才ートフォーカス）にセットすれ 
ば、ピント合わせはカメラまかせで撮 
影が巧えます。 



4.1 


フォー カスモード切り換えダイヤルを AF (才ー トフ ォー カス) 
にセツトします。 



フォー カ スモー ド切り換えダイヤルの操作は、カチッと音がするま 
で確実に巧って〈ださい。 

ピントを合わせるときは、シャッターボタンの半押しを続けてくだ 

さい（陪 P .2 日)。 


4.2 


才ートフォーカスが苦手な被写体について 

• 次ページのような被写体は、才ートフォーカスが苦手な被写体です。 
このような場合は、おおよそ同じ距離の被写体にピントを合わせて、 
フォーカスロック（陪 P .44) を巧い、そのまま構図を元に戻して撮影 
します。 

-フォーカスロックが巧えない場合は、フォーカスモード切り換えダイ 
ヤルを M (マこュアルフオーカス陪 P .43) にセットして、マニュア 
ルでピントを合わせます。 
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明暗差がはっきりしない場合（白 
壁や背景と同色の服をきている人 
物等） 


連続した繰り返しパターンの被写体 
(ビルの窓等） 


フォー カ スフレー ム内に遠いものと 
近いものが混在する被写体（オリの 
中の動物や木の前の人物等） 


フォー カスフ レー ム内の被写体の 
輝度差が著しく異なる場合（太陽 
が背景に入った日陰の人物等） 


囚ししをチェックしま-しよつ 

□フォーカスモードを AF (才ートフォーカス）にセットしたときは、レンズの足巨 
離リングは手で回さないでくださし、。 

□AF (才ートフ ォー カス）にセットすると、ピントが合っていない時はシャッタ 
-はきれません。 フォー カ スモー ドの詳細は P .42 をご覧ください。 



撮影の基本ステップ 
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露出モードダィャルを*ぉ?にセットします。 


露出モードダイヤルを凹 （ AUTO モー 
ド） にセットすれば、露出はカメラま 
かせで撮該が行えます。 



5.1 


露出モードダイヤルを*四 （AUTO モード）にセットします。 



终 ぉ/^ 

Ic'S fS.S I 


因 01 巧 1 



. シャツ ターボタンを半巧しすると、 シャツ タースピードと絞り値が 
表示/、•ネルとファインダー内表示に再点灯します。 
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区]こしをナエックしましよつ 

□このカメラには巧重類の露出 モー ドがあります。各露出 モー ドの特長を活用すれ 
ば、被写体や撮影意図に合わせて効果的な撮影が行えます。その中でも、4種 
類のイメージ プロ グラムでは、それぞれの状況に応じてカメラが最適な露出制 
御を行うので、簡単にいろいろな撮影が楽しめます。 

各露出 モー ドの特長は 5.2 を、撮影ちまや詳細は各表示の下に表記された参照ぺ 
-ジをご覧ください。 


52このカメラの露出モードについて 


表示 

名称 

特長-こんな時に使用すると便利です。 

iSS 

P .45 

AUTO モ-ド 

カメラが全て露出制御を行います。スナップなどシャッター 
チ ャンスを逃さずに、 すぐに撮影したい時などに便利です。 

P 

P .46 

マルチプログラム 
才ート 

カメラが露出制御を行いますが、プログラムシフト ( i ®- P .51) 
や露出補正（应 P . 的）により、撮影者の意図も反映できます。 

S 

P .47 

シャッタ -1 貌 
才-卜 

シャッタースピードをセットすれば、絞りはカメラが制御します。 
動きのある被写体を速いシャッタースピードで写し止めたり、遅 
いシャッタースピードで動きを強調したりすることが可能です。 

A 

P .48 

披り優先 
才ート 

披りをセットすれば、シャッタースピードはカメラが制御し 
ます。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすなどの被写 
巧深度（ピントの合う前後の範囲）を考慮した撮影に最適です。 

ィ 

メ 

1 

プ 

□ 

グ 

ム 

を 

P . 沉 

ポートレート 
モ-ド 

被写巧深度を浅くして（ピントの合う前後の範囲を狭くして） 
背景をきれいにボカし、立体感のある人物写真が撮影できます。 

B 

P .50 

風景 

モード 

被写界深度を深くして（ピントの合う前後の範囲を広くして）、 
近景から遠景までピントを合わせた風景写真が撮影できます。 

化 

P .50 

クローズアップ 
モ-ド 

被写巧深度を浅くして被写体を浮き立たせ、背景に美しいボ 
ケが得られるクローズアップ写真が撮影できます。 

巧 

P . 沉 

夜景 

モード 

暗い被写体に適した露出制御により、夕景写真や夜景写真が 
撮影できます（巧景を背景に人物を撮影する際、スピードライ 
卜を使用すればその両方を自緻こ表現できます)。 


撮影の基本ステップ 
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プリントタイプを決め、カメラを構えて、ピントを合わせます。 


プリントタイプは H、P、C タイプのい 
ずれかが選ができます柄ド.54)。 
シャッターボタンの半押しを続ける 
と、カメラがピント合わせを斤い、ピ 
ントが合うとファインダー巧のピント 
表示♦が'点灯します。 



6.1 


プリントタイプをセットして、カメラを正しく構えます。 



プリントタイプは H • P • C (縦横比それぞれ、目：16、1: 3、2 : 3) 
のい ずれかが選巧できますが、ここでは H タイプで説明を巧って い 
ます。プリントタイプに ついての 詳細は P .54 をご覧ください。 
カメラを構える時は、わきを締め、ひじは軽く体につけ、片足を軽 
く踏み出して上半身をを定させます。右手はカメラのグリップを包 
みこむように持ち、ホ手はレンズをちえます。 

撮影時に手ブレは禁物です。撮影時の目をとして、シャッタースピ 
-ドは「1/装着しているレンズの焦点距離」巧より高速になるように 
こころがけて くださし、 （例： 50 mm レンズの場合は、1/50抄より高速 
になるように)。低速時は兰脚のご使庙をおずすめします。 


E 1 注意 構図をまめる際のごま意 

このカメラのファインダーで確認できる範囲（ファインダー視野 
率）は、実際に撮影される画面の約87%です。したがって、ファ 
インダーをのぞいて見た視野よりも、実際に撮影される画面は多 
か広くなります。また、実際に写真としてプリントされる範囲を 
100としたときのファインダーで確認できる話囲（プリント視野 
率）は約95%ですのでを意してください。 
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囚ここをチェックしましよう 


□ファインダー像がはっきりしない時は、視度調節（原 P .64) を行ってくださし、。 

ファインダー像が確認しやすくなります。 

□主要被写体（ピントを合わせたいものや人物など）がフォーカスフレームから 
かれる場合は、「フォーカスロック撮影」（屈 P .44) を行ってください。 
□プリント 写真に日付や時刻批 P .55)、 12力国の言語で30種類のメッセージ 
(陪 P .58) を印字することができます。 



-ピントを合わせたいものにフオーカスフレームを重ねて シャツ ター 
ボタンの半押しを続けると、自動的にピントが合い、ファインダー 
内表示に次の表示が点灯します。 


♦点灯被写体にピントが合うと点灯します。ただし、被写 
体が動いている時は、ピントが合っても点灯せず、シ 
ャッターがきれると同時に点灯する場合があります。 
◄点灯 装着しているレンズの最短撮影距離より、被写体に 
近づきすぎているときに点灯します。 

► ◄点減 才ートフォーカスでピント合わせができないときに点 

滅します。 

被写体が暗い場合は、 Affi 助光を自動的に照射してピント合わせを巧いま 
す。ピント合わせについての詳細は、 P .42 をご覧ください。 

-ピントを合わせたいものが フォー カ スフレー ムから外れる場合は、 
「フォーカスロック撮影」 （陪 P .44) を行ってください。 

-才ートフォーカスが苦手な被写体については、 P .24 をご賣くださし、。 


撮影の基本ステップ 
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ファインダ-内表示を確認して、シャツタ-をきります。 


ピント表示•を確認し、シャッターボ 
タンをゆっくりと深く押して、シャッ 
ターをきってくださし、。被写体が動い 
ている時は、 P .42 をご賣くださし、。 




ファインダー内表示にスピードライト推奖マーク S が点減した場合 
は、内蔵スピードライトをご使用ください P .32 )o 
表示パネルやファインダー内表示に警告が行われた場合は、 P .76 を 
参考に巧応して〈ださい。 


7.2 


ピント表示♦の点灯を確認して、静かにシャッターボタンを 
押し込みます。 



. シャツ ターをき るとフィルムは 自動的に1 コマ 巻き上げられ、次の撮 
影の準備が完了します。 


孤 













囚ここをチェックしましよつ 


□ファインダー巧表示でピントと露出の確認ができます。警告が行われた場合、 
P '76 を 参考にが応してください。 

□フィルムは、最後のコマが撮影されると自動的にをき戻されます。 

□フィルムの 途中をき戻しに ついては、 P .40 を ご覧く ださし、。 

□セルフタイマー撮該やリモコン撮影に関しては、 P .61 〜63をご覧くださし、。 
□フィルムの現像、プリントを巧頼する場合は、 P .9 をご覧ください。 


U 
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フィルムは、最後のコマが撮影されると自動的に巻き戻されます。 




•フイルム カウンターの表 巧は いったん 「0」 となってから「装てん フイ 
ルムの規を枚数（40/25/15)」に変わり、カウントダウンが開始します。 
-巻き戻し中に磁気記録を行いますので、ショックをちえたり低温下で消 
拜した電池を使用して巻き戻しを行わないでください（陪 P.40/57/60)。 

巻き戻しの完了を確認して、カートリッジフィル厶を取り出します。 




I表示パネルの〇が点なから点減に変わり、し:が点灯すると巻き戻しは 
完了です。力ートリッジぶたを開け、 カートリッジホルダーのレバ 
一を静かにスライドさせ、 力-トリッジフィルムを取り出してくだ 
さし、。巻き戻し完了後に、力ートリッジフィルムを取り出さないま 
まシャッターボタンを押すと、〇表示が点减して警告します。 

I 取り出す際は、力ートリッジフィルムの落下にを意してくださし、。 


撮影の基本ステップ 
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内蔵スピードライトを使ってみましよう。 


シャツターボタンを半巧ししたときフ 
アインダー内表示にスピードライト推 
奨 マークち が点減した場合は、内蔵スピ 
-ドライトを使ってみましょう。 



〇1スピー ドライト ロック 解除 レバーを スライド させてスピー ド 
0|'ライトを上げます。 



-スピードライトを上げると充電が開始され、完了するとファインダ 
-内にレディライトなが点灯します（半押しタイマー作動中)。 

-スピードライトを収納するときは、カチ’ソと音がするまで手で軽く 
押し下げます（イ吏用しないときは、電池の消耗を防ぐため、常に収 
納状態にしてくださし、)。 


国要点 TTL-BL 調光について 

マルチパターン測光で得た明るさの情報をもとに、主要被写体と 
背景の露出を考慮して、スピードライトの発光量をバランスよく 
コントロールします（詳細に ついては P. 朗をご覧ください)。 

^ _ / 

^注意 内蔵スピードライトの連続使用について_ 

内蔵スピードライトを連続的に使用すると、スピードライトを保 
護するため一時的に発光が制限されます。かし時間をおくと発光 
可能になります。 
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囚こしをナエックしましよつ 

□巧蔵スピードライトはガイドナンパー16 ( IS 0200- m )、 撮影距離上で 
24 mm レンズの画ををカバーします。 

□ CPU 内蔵ニッコールレンズを使用すれば、 TTL - BL 調光が行われますので、簡単 
にスピードライト撮影が楽しめます （ ps ' P . eS )。 

□スピードライト使用時は、レンズフードを取り外して（または収納して）くだ 
さい。また、一部のズームレンズではケラレが発生します （ i » P .68)。 


0〇ファインダー内にレディライトなが点灯していることを確認し、 
構図をみめ、ピントを合わせて撮影します。 



シャツターをきった後レディライトなが約3秒間点減した場合は、フル 
発光して露出不足の恐れがあります。調光範囲（光の届く範囲， 
防 P. 目 9) を再確認して、撮影をし直して〈ださい。 

ここで説明しているのは 「ノーマルシンクロモー ド」による撮影方 
まですが、イ也にも人物の目がホく写るのを軽減させる「ホ目軽減モ 
-ド」や、背景の夜景や夕景の雰囲気を生かした「ス ローシンクロ 
モー ド」などによる撮影方まもあります。詳細については P. 65をご 
覧ください 

被写体が暗い場合は 0.5 〜 3m の範囲で、自動的に AF 補助光（陪 P.42) 
を照射してピント合わせを巧います。 


撮影の基本ステップ 
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コラム：ピントと露出の豆知識 


ピントと露出、そして測光は写真撮影の重要なポイント。それぞれの特徴を知って 
おくことによって、表現の幅を広げることができます。 

ピント（フォーカス）/被写界深度 

ある一点にピントを合わせると、その前後にもピントの合う範囲があります。このピン 
卜の合う範囲を被写界深度といい、撮影距離、レンブの焦点距離、絞りなどによって変 
化します。樹こレンズの絞りは、絞る（大きい数値にする）とピントの合う範囲が前後 
に広くなり、これを被写巧深度が深いといいます。逆にレンズの絞りを開く（小さい数 
値にする）とピントの合う範囲が前後に狭くなり、これを被写界深度が浅いといいます 
(随 P .42 )c 

露出（露光） 

被写体（写したいが象物）をカメラのレンブを通してフィルムに感光させて記録するこ 
とを露出（露光）といいます。この時、被写体の明るさとフィルムの感度に合わせ、シ 
ャッタースピードと絞りを調節して、フィルムに最適な光（適正露出）をちえることが 
大切です。 

このカメラは適正露出を得るため、シャッタースピードと絞りの両方をカメラがみめ 
る 「 AUTO •マルチプログラムオート•イメージプログラム」、シャッタースピードを 
撮影者自身がセットすれば絞りはカメラがミ夫める「シャッター優先才ート」、絞りを撮 
影者自身がセットすればシャッタースピードはカメラがミ央める「絞り優先才ート」と 
し、う露出モードを備えています（陪 P .45 〜50)。 

測光 

撮影しようとする被写体（写したい巧象物）の明るさを測ることを測光といいます。 
測光は露出（露光）をミ夫める時の重要な情報源で、これによりフィルムに最適な光 
(適正露出）を与えるシャッタースピードと絞りの組み合わせがミ夫:走されます。 

通常、被写体の含まれる撮影画面内の明るさが也、ずしも一様ではないため、プロネア S 
では画面を6分割して、それぞれの部分を独立して測光した情報を利用して適正露出を 
ミ夫める 「マル チパターン測光」という測光モードを備えています批 P .51)。 

なお、 IX ニッコールや D タイプ AF ニッコールを装着すると、さらに距離 I 障報を加巧し 
た 「3 D -6 み割マルチパターン測光」となります（庭 ' P . 引）。 
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操作の詳細 


このカメラの各機能をレンズ、フイルム、 
ピント、露出、そのイ也の機能の順に 
詳細に説明しています。 








このカメラに使用可能なレンズについて 


このカメラには、 CPU 内蔵 ニッコー ルをご使用くださし、。特に、IX ニッコー ルレ 
ンズや D タイプ AF ニッコー ルレンズを装着すれば、全ての機能が使用できます。 



CPU 内蔵ニッコールレンズには 
CPU 信号接点があります。 



D タイプ AF ニ ッコー ルの 

見分け方 


CPU 内蔵ニッコールの種類と使用できるその他のレンズについて 



フォーカスモード 

雷出モード 

測光モード 

才ート 
フォーカス 

フオーカス 
エイド 

マニュアル 

禪 .P • S . A 

さ • B •出•巧 

マルチ バター ン測光 

3D- 
6分割 

6み割 

C 

P 

U 

毫 

ソ 

ご 

I 

ル 

IXニ ッコー ルレンズ 

D タイプ AF レンズ 

AF-S、AF-I レンブ 

AF-I テレコンパーター※1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

D タイプ]•ソかの 

AF ニ ッコー ル 
(F3AF 巧を除く） 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

Ai-P ニ ッコー ル 

— 

0*2 

〇 

〇 

— 

〇 

CPU 內话 

ニ ッコー ル]•ソかの 
レンズ 

— 

0*2 

〇 

〇※3 

— 

— 


《1. AF-I テレコンバーター使用時はレンズ側を必ず最小殺りにセ’ソトしてください 
(最小絞り警告が E が表示されませんのでま意してください)。 

※え開放 F 値が f/5.6 虹上明るし、場合のみ使用可能。 

※丈 CPU 内蔵ニツコールムリ外のレンズでは、露出モードを S (シャツター優先才ート） 
にセットして使巧します。ただし、シャッタースピードも破りも撮影を自身が 
セットする必要があります（撮影方法は次のぺージをご覧ください)。 
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. . CPU 内蔵ニツコール必外のレンス装着時には = 

• 使用可能な露出モードには制限があります。 

CPU 内蔵こツコール外のレンズでは、露出モードを S (シャツター優先才ート） 
にセツトして使用します。ただし、シャツタースピードも絞りも撮影者自身が 
セ’ソトする'必要があります。また、カメラの露出計は作動しません。絞りのセ 
ツトはレンズの絞りリングで巧ってくださし、（表示パネルとファインダー内表 
示の絞り表示は、 F-- が点灯します)。 


回'ま意使用できなし、 CPU 内蔵ニッ〕ール]外のレンズについて 
下記の CPU 内蔵二‘ソコール外のレンズは使用できません。無理に装着しようと 
すると、カメラやレンズを破損しますのでミち意してくださし、。 

.AF テレコンパータ ーTC-1 目 AS 

- A 故造をしてないニッコールレンズ （Ai 方式た i 前の連動爪を使用するタイプ） 

• フォーカシングユニッ ト AU-1 を也、要とするレンズ (400mmf/4.5 600mmf/5.6) 
•フィッシュアイ （6mmf/5.6 OF^10mm f/5.6) 

- ED180 〜 600mmf/8 (No.1 74166前の製品） 

- ED360 〜1200 (N 0.174087政前の製品） 

- 200〜600 mm f/9.5 (No. 300490前の製品） 

• F3AF 用 （80mmf/2.8 200mmf/3.5 テレコンバータ ーTC-1 目 S) 

•PC28mmf/4 (No.1 80900前の製品） 

- PC35mmf/2.8 (No. 906200前の製品） 

-レフレックス1000 mmf/11 (製品 No.1 42361〜14300 0) 

. レフレックス2000 mmf /1 1 ( No. 200310前の製品） 

• メディカルこッコール120 mmf/4 

. メディカルニッコール 200mmf/5.6 

-王脚座の付いたレンズをご使用になる場合は、化ずレンズ側を保持してくださし、。 


操作の詳細レンズ 
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このカメラに使用可能なレンズにっぃて一っづき一 


レンズの焦点距離と画角について 

35mm 判カメラの撮影画面サイブは 24X%mm ですが、 1X240 システムカメラは 16.7X 
30.2 mm です。このように、 IX240 システムカメラと 35mm 判カメラでは、画面サイズが 
異なりますので、同じ焦点距離のレンズを使用して同じ距離から撮影した場合でも、画 
角（フイルム面に写し込む被写体の大きさや写り込む範囲）が変化します。 


35 nim 判撮影面面サイ ス— 



IX240 システムカメラの撮影画面サイズは、巧角線の長さで 35mm 判カメラの約 0.8 倍 
です。従って、 35mm 判用レンズの焦点距離に 0.8 を掛けた値が IX240 システムカメラ 
の焦点距離に相当し、 IX240 システム用レンズの焦点距離に 1.25 を掛けた値が 35mm 判 
用レンズの焦,ち距離にホ目当し画角が同じになります。 

IX240 システム巧レンズと 35mm 判巧レンズでほぼ同じ画角が得られる焦点距離を表に 
した「焦点距離の換算表」を参考にしてください。 


焦点距離の換算表 （H タイプの場合） （単位： mm) 


IX240 システムレンズ 

19 

20 

22 

24 

28 

30 

40 

48 

56 

35mm 判レンズ 

24 

25 

28 

30 

35 

37.5 

凯 

60 

70 


IX240 システムレンズ 

60 

68 

70 

84 

108 

144 

160 

180 

35mm 判レンズ 

75 

85 

87.5 

105 

135 

180 

200 

225 
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フイルムについて 

1X240 力ートリッジフイルムについて 



•このカメラには従来の 35mm フィルム は使用できません。 

- 1X240 力ートリ’ソジフィルムには、40枚- 25枚-15枚撮りの巧重類のフィルムがあります。 
-フィルムの先端部分は力ートリッジ内に収納されていますが、カメラに装てんする 
と自動的に引き出されて撮影可能なが態になります。 

- IX240 力ートリッジフィルムは、力ートリッジの彻 j 面に4段階のマークがついており、 
このマークによりそのフィルムの使用が態が確認できます。フィルムを装てんする前 
に、使用が態マークが〇 (未使用）または D (途中まで撮影済み）になっていること 
をかず確認してください。 


国注意 IX240 力ートリッジフィルムの取り扱い上のご注意 
. 力—トリッジフィルムは精密に作られています。み解したり激しいショックや 
振動を与えないでくださし、。また、データディスクに触れないでくださし、。い 
ずれの場合も撮影や現イ象ができなくなるおそれがあります。 

-モ現イ象表示つめをがらないで〈ださい。現イ象やプリントに支障をきたすおそれ 
があります。もし祈れた場合はフィルム店にご相談ください。 

•遮光ふたや旌光ふたの軸をドライバー等で押さないでくださし、。フィルムが感 
光して撮影や現イ象ができなくなることや、使用が態の確認ができなくなること 
があります。 

-冷蔵庫などの低温下にイ呆管していた力ートリッジフィルムは、取り出してすぐ 
にカメラに装てんしないでください。データディスク部が結露して使用が態の 
確認ができなくなることがあります。 

. 次のような場所に力ートリッジフィルムを保管しないでくださし、。撮影や現イ象 
ができなくなります。 

1.直射日光の当たるところや暖房器具のそば2.ちりやほこりの多いところ 
3.湿度の高いところ4.強し、磁気の発生するところ（モーター、トランスのそば) 


操作の詳細(フィルム) 


游 













フイルム について一 つづき一 

フィルムの途中巻き戻しについて 


風 \呼 の 

€3 


•撮影途中でフィルムを卷きおす場合は、途中巻きおしボタンなのを 0.5 砂に Lb —度押 
して〈ださし、。巻き戻しが開始されます。表示パネルに〇が点減し、£が点灯すると 
巻き戻しは完了です。力ートリッジぶたを開けてフィルムを取り出して〈ださい 
(臨^.31)。 

•撮影途中でフィルムを巻き戻す際にも、通常のフィルム巻き戻し時と同様に巻き戻 
し中に磁気言己ま录を巧いますので、ショックを与えないでください。 

フィルムの巻き戻しが行われない場合 




電池容量が極端に低下している場合や低温時には、表示パネルに〇と Err が点減して、 
フィルムの自動巻き戻しが巧われなかったり、巻き戻し違中でモーターが停止した 
りすることがあります。このような時は、いったん電源スイッチを OFF にして電池を 
交換した後、電源スイッチを ON にすれば巧び巻き戻しが開始されます。ただしこの 
場合、巻き戻しは行われますが、正常な巻き戻しが行われなかったと判断され、 Err 、 
匹!曲、 -- が点减して、磁気による各種データのフィルムへの書き込みは行われません。 
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撮影中に巻き戾しを斤った力ートリッジフイルムの再装てんじついて 



このカメラには、 MRC (Mid-Roll Change: 力ートリッジ途中交觀機能がついてい 
ます。撮影違中でいったん巻き戻して取り出したフィルムを巧装てんすると、撮影 
済みの コマは 自動的に送られて残りの コマの 撮影が巧えます。 

フィルムを再装てんする前に、使用が態マークが D (途中まで撮影済み）になっている 
ことを化ず確認してください。 

このカメラと相互にフィルムの途中交換ができるニコンカメラには、プロネア目 OOi と二 
ュービス1目 Oi があります。 


® 汪意撮影途中の力'リッジフィルムを再装てんする際のごミち意 

• 撮影途中の力ートリッジフィルムを巧装て 
んする際は強い磁気、電磁波を発生してい 
るところ（テレビ、パソコンのデイスプレ 
イ、スピーカー、扇風機などの回転中のモ 
ーター、高周诚点灯[インバータ]堂光灯） 

の近くは避けて巧ってくださし、。装てんす 
る際に、有害な電磁波を検知した時は、ま送りは巧いません。また、撮影済みの 
コマの空送り中に有害な電磁波を検知した場合も、ま送りを中止し巻き戻しを 
巧います。この場合、電源スイッチをいったん OFF にして ON にし直すか、力一 
トリ ッジフィルムを入れ直すと再びま送りが巧われます (ただし、この操作を 
巧う場合も電磁波の発生する場所を避けてください)。 



操作の詳細(フィルム) 
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フオーカスモードについて 

AF (才ートフオーカス）にセットした場合 



フォーカスモード切り換えダイヤルを AF にセ‘ソトし、シャツターボタンの半押しを 
続けると、カメラが自動的に被写体にピントを合わせ、ファインダー内表示のピン 
卜表示♦が点灯して、合焦が態であることを知らせます。 


才ート AF サーボ （ AF-A) 

被写体が静止しているか移動しているか、および移動の方向をカメラが判断し、 
状況に合わせてシングル AF サーボ (AF-S) かコンティニユアス AF サーボ (AF-C) 
のどちらかをカメラが自動的に選巧します。 

-シングル AF サーボ (AF-S) : 

ピントが被写体に合うと、そこで固を（フ ォー カスロック）されます。 

. コンティニユアス AF サーボ (AF-C) : 

被写体の動きに合わせ、ピントを追い続けます。 

-いずれの場合もピント表示♦が点灯している時にシャッターをきることができます。た 
だし、移動している被写体を追い続けている時は、ピント表示•が点灯していなくても 
被写体にピントが合っていればシャッターをきることができます。この場合は、シャ 
ッターがきれると同時にピント表示•が点灯しまず。 

AF 補助光について 



被写体が暗い場合でも、シャツターボタンを半押しすると自動的に AF 補助光を照射 
し、被写体を照らしてオートフォーカスでのピント合わせが可能となります。照射 
が行われる条件は次のとおりです。 
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1. フォーカスモードが AF で AF ニッコールを装着し、被写化が暗い時。 

2. 露出モードが風景モードむ外の時。 

これらの条件を満たしている時に自動的に照身寸を巧います。キャンセルはできません。使用可 
能な A に'ソコールレンズの焦点距離は、22〜1孤 mm まで、 AF 桶助光が居く範囲の目まとして 
は、スピードライトを上げた状態で 0.5 〜 3m、 収納した状態で 0.5 〜 2m となります。 


E 1' ま意 AF 補助光の連続使用について 

AF 補助光を連続的に使用すると、照射ランプを保護するため一時的に照射が制限 
されます。かし時間をおくと照射可能になります。 


M (マニュアルフオーカス）にセツトした場合 


フォーカスモード切り換えダイヤルを M にセットし、レンズの距離リングを回して、 
ファインダースクリーンのマ’ソト面の像がはっきり見えるようにピントを合わせま 
す。ピント表示♦の点灯、消灯にかかわらずシャッターをきることができます。 
マこュアルフォーカスは、才ートフォーカスがま手な被写体（陪 P.24) や、 AF- -y 
コール!^: W のレンズ（陪 P.36) を装着しているときにご使用くださし、。 





操作の詳細ピント合わせ 
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フ オー カスロック撮影 


■AF (才ートフォーカス）でピントを合わせる場合、主要被写体（ピントを合 
わせたいものや人物など）がフォーカスフレームからかれる構図の時に使用 
します。また、才ートフォーカスが苦手な被写体如 P .24) にも有効です。 

1 ピントを合わせたいものに フォー カスフレームを重ねて、シ 
I ャッターボ タンを半ホ甲しします。 



•ピントが合うとピント表示•が点なして、シャツターボタンの半押し中はピント 
がそのまま固ま:されます。 

. 移動していた被写体が静止した場合（コンティニユアス AF サーボからシングル AF 
サーボに切り換わった場合）にフォーカス□ツクを行うときは、一度シャツター 
ボタンから指を離して、半巧しし直してください。 

9ピント表示•が点なしたら、シャツターボタンを半押しした 
t まま、構図をミ夹めて撮影します。 



ピント表示♦の点灯後は、主要被写体との撮影距離ををえないでください。シャ 
ツターをきったをも指を離さず、半巧しが態からさらにシャツターボタンを押し 
込めば、ピントを固ましたままが]度でも撮影できます。 
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各露出モードによる撮影 


‘凹： AUTO けート） 

もっとも簡単に撮影できる露出モードです。露 
出はカメラまかせで撮影できます。一眼レフを 
巧めてお使いになる方におすすめの露出モード 
です。 

化の撑との組み合わせは P.70 をご覧くださしV 


露出モードダイヤルを越 S にセットします< 




'iSS (AUTO モード）にセットすると、シンク□モードは自動的にノー マル シンク□モード 
となります。なお、プログラムシフト、露出補正、ス□-シンク□はセットできません。 


ピント表示♦の点なを確認して、撮影します。 

-々の警告が表示"ネルやファインダー内表示に点灯した場合、巧写体が明るすぎた 
り暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

■ I" : ND (光量調節用）フィルターを使用してください。 

'し0: スピードライトを使巧してください。 



操作の詳細(露出 
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各露出モードによる撮影-っづき- 


P :マルチプログラムオート 
撮該状ミ兄に応じて、最適露出となるようカメラ 
が自動的に露出制御を斤います。プログラムシ 
フト ( e ? P.51) や露出補正 （|»F^53) などの 
併用により、高度な撮影も楽しめます。 

イ也の機能との組み合わせは P.70 をご覧< ださし、。. 



1露出モードダイヤルを P にセットします。 



2ピント表示•の点なを確認して、撮影します。 

-マルチプ□グラムオートでは、露出を一をにしたままシャツタースピードと絞りの組 
み合わせを変えることができる、「プ□グラムシフト」 （《"P.51) が巧えます。 

• 々の警告が表示バネルやファインダー内表示に点灯した場合、被写体が日月るすぎた 
り暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

• 卜！ I : ND (光量調節用）フィルターをほ用して< ださい。 

•しこ,： スピードライトをほ用してください。 
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s :シャッター優ホオート 
撮該をが シャッタースピード 妇〇巧〜1/2000秋 
をセッ ト すれば、絞りはカメラが自動制御しま 
す。 スポーツシ ーンの撮影など被写体の一おの 
動きを速いシ ャッタースピー ドで'写し止めた 
り、遅い シャッタースピードで 被写体の動きを 
強調するなど、 シャッタースピードを 重視した 
撮該に最適です。 

化の機自目との組み合わせは P .70 をご覧くださし、 

1露出モードダイヤルを S にセットして、コマンドダイヤルでシャ 
■ ッタースピード妇〇秒〜1/2000秒）をセットします。 


: ，お . S 1 

。 [ パ ]I 


2ピント表示•の点なを確認して、撮影します。 

-次の警告が表示パネルやファインダー内表示に点打した場合、被写体が明るすぎた 
り暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

•卜! ！：シャッタースピードをより高速側にセットし、それでも警告表示が消え 
ないときは 、 ND (光量調節用）フィルターを使巧してください。 

- io :シャッタースピードをより低速側にセットし、それでも警告表示が消え 
ないときは、スピードライトを使用してください。 

• CPU 内蔵こッコール技外のレンズはこのモードでのみ使巧できまず。ただし、シャ 
ッタースピードも絞りも撮影者自身がセットする也、要がありまず。また、カメラの 
露出計は作動しません。絞りのセットはレンズの絞りリングで行ってください（表 
示パネルやファインダー内の絞り表示に F -- が点灯しまず)。 

•シャッタースピードを bu!_b (点减)にセットすると、長時間露出（バルブ/タイ 
ム）撮影が巧えます。詳細は P .52/ P .63 をご覧ください。 




操作の詳細(露出) 
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各露出モードによる撮影一っづき一 


A :絞り優先才ート 

撮影者が絞り値（最小絞り〜開放絞り）をセット 
すれば、シャッタースピードはカメラが自動制 
御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景を 
ボカすなど、被写巧深度（ピントの合う前後の範 
囲）を優先した撮影に最適です。また、スピー 
ドライト撮影時には、絞り値を変えることによ 
り、調光範囲の変更も斤えます批ド.69)。 

イ也の機能との姐み合わせは P .70 をご置くださし V 



露出モードダイヤルを A にセットして、コマンドダイヤルで 
絞り（最小絞り〜開放絞り）をセットします。 



2ピント表示•の点灯を確認して、撮影します。 

-次の警告が表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合、被写体が明るすぎた 
り暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

• !イ；：より大きい数値の絞り値にし、それでも警告表示が消えないときは 、 ND 
(光量調節用）フィルターを使用してください。 

■し0 :より小さい数値の絞り値にし、それでも警告表示が消えないときは、ス 
ピードライトを使用してください。 

•長時間露出（バルブ/タイム）撮影を巧う場合、絞りは露出モードダイヤルを A 
(絞り優先才ート）にセットして巧います。詳細は P .52/ P .63 をご覧ください。 
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イメージプログラムによる撮影 


■イメージプログラムとは 

イメージプログラムでは、被写体や撮影シーンに合わせて、効果的なシャ 
ッタースピードと絞り値を制御するプログラムがモードごとに用意されて 
おり、イメージにおし、写真をより簡単に撮影できます。 

化の機能とのを目みをわせは P.70 をご覧< ださい。 

イメージプログラムの撮影方法 

露出モードダイヤルをを望するイメージプログラム表示にセット 
し、ピント表示♦の点なを確認して、撮影します。 


. 々の警告が表示バネルやファインダー内表示に点灯した場合、被写体が巧るすぎたり 
暗すぎたりして、カメラの制御節囲を超えています。 

■ I " : ND (光量調節用） フイ ルターを使巧してください。 

- 1.0 :スピードライトを使用してください。 


g ; 主意をイメージプログラム撮影時のを意点_ 

• ポートレートじ^外のモードでは撮影状況によって、 シャツ タースピードが遅く 
なりますので、手ブレに注意してください（三脚のご使用をおすすめします)。 




操作の詳細(露出 
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イメージプログラムによる 撮景ミーつづき一 


イメージプログラムの種類と巧長 

玄：ポートレートモード 
絞りを開放絞り（小さい数値）気味に設走:した 
露出制御により、被写界深度を漢くして（ピン 
卜の合う前褚の範囲を狭くして）背景をきれい 
にボカし、被写体の人物を浮き立たせた立体感 
のある写真が撮影できます。 

おすすめのレンズ： 85 mm 〜 200 mm 程度の明る 
し、望遠レンズが効果的です。 

B :風景モード 

絞りを最小絞り（大きい数値）気味に設をした 
露出制御により、被写巧深度を深くして（ピン 
卜の合う前後の範囲を広くして）、近景から遠景 
までピントの合った風景写真が撮影できます。 
広角から望遠レンズまで使用可能です。 


出：クローズアップモード 

絞りを開放側に設走:した露出制御じより、被写巧 
深度を比較的浅くして被写体を浮き立たせ、背景 
じ美しいボケが得られるクローズアップ写真が撮 
影できます。 

おすすめのレンズ：マイクロニッコールレンズ 
が効果的です。 

巧：夜景モード 

暗い被写体に適した露出制御じより、美しい夕 
景写真や夜景写真が撮影できます。また、夜景 
を背景に人物を撮影する際、スピードライトを 
使用すれば、その両方を自然に表現できます。 
広角から望遠レンズまで使用可能です。 
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プログラムシフト/測光方式について 


国フログラムシフトについて 

マルチプログラムオートやイメージプログラムで撮影中にコマンドダイヤ 
ルを回すと、露出を一をにしたままシャツタースピードと絞り値の組み合 
わせををえることができ、シャツター優先才ートや絞り優先才ートのよう 
な使い方ができます。 

露出モードを P または宝、 S 、 化、品にセツトし、コマンドダイヤ 
ルを回して、希望するシャツタースピードと絞りの組み合わせを 
表示させて、構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 




hi 


いら。 F 日） 1 

li 

。の 



.解除は、化の露出モードに切り換える、電源スイッチを OFF にする、内蔵スピー 
ドライトを使用する （ wp . 防）などで斤えます。 


■マルチパター ン測光. 3に6々割 マルチパター ン測光に ついて 

撮影画面を図のように6分割して、それぞれの部分を独立して測光した情 
報に基づいて最適な露出値をミ夹をします。さらに IX ニッコールレンズ 、 D 
タイプ AF ニッコールレンズを装着した場合じは、面面内の最大輝度、輝 
度差情報、レンズから被写体までの距離情報を加味し測光の精度を高めた 
3 D -6 分割 マル チパターン測光となります。 




OFF 


操作の詳細(露出) 
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長時間露出（バルブ）撮影 


■長時間露出は夜景や天体撮影など、シャッタースピードが30秒を超える場 
合に使用します。シャッターボタンを押している間、シャッターは開いた 
ままになります（兰脚のご使用をおすすめします)。 

1 露出モードダイヤルを S にセットして、コマンドダイヤルでシャ 
' ッタースピードをん-|し b にセットします。 


この時、 
用時)。 



b ,_, 化表示は点滅し、シャツターはきれません （ CPU 内蔵ニツコール使 


露出モードダイヤルを A にセットし、コマンドダイヤルで絞りを 
セットして、構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 



-このが態でシャツターボタンを押すと、シャツターボタンを押している間シャツタ 
-が開いたままとなる、/《ルブ撮影になります。 

-リモコン（豚 P .62) 使用時には、送信ボタンを押すとシャツターが開いたまま 
となり再び押すとシャツターが閉じる、タイム撮影となります(■^ P .63 )o 
•連続撮影可能時間は、新品リチウム電池を使用して約2時間です。ただし、低温 
時には電池の性能が低下しますので短くなります。 

•解除は、いったん露出モードダイヤルを S (シャツ ター優先才ート）に戻して30 
砂より速い シャツ タースピードにセ’ソトします。 
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露出補正について 


■露出*正とは、カメラが表 W する適正露出値を意図的に変えることをいい 
ます。たとえば、被写体にコントラストの高いものがある時、適正露出の 
ホをが難しし、時などに使用します。このカメラでは、1/2段ステップで±2段 
の露出な正が行えます（ただし、 AUTO モードでは露出な正は斤えません)。 


露出補正ボタン⑩を押しながら、コマンドダイヤルで、補正量をセットします 


Y 風)屈 r 

1 ^ ^ 



•捕正量をセットすると、表示"ネルとファインダー内表示に露出補正マーク3が 
点灯し、補正量の確認は露出桶正ボタン@を押すだけで斤えます。 

-スピードライトほ用時は、スピードライト側の発光量も同じ量だけ調光補正が斤 
われます。 

•補正の目をとしては、被写体（たとえば人物など）に対して、背景が日月るい場合 
は+側に、背景が暗し、場合は一側に補正するのが基本です。 

構図をホめ、ピントを合わせて撮影します。 



P. S, A モードでセットした露出補正を解除するには、 P、S. A モードで露出補正 
ボタン@を巧しながら、コマンドダイヤルで補正量を0にセットしてください。イ 
メージプログラムモードでセットした露出補正は、露出モードをを更すれば解除で 
きます。いずれの場合も、電源スイッチを OFF にしても解除されません。 


操作の詳細(露出) 
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プリントタイプについて 


■プリントタイプは H • P • C タイプのいずれかが選択できます。ワイドな縦 
横比9:16の H (ハイビジョンワイド）タイプ、縦横比1:3のド（パノラマ） 
タイプ、そして従来の縦横比2 : 3の C (クラシック）タイプがあり、いろ 
いろなサイズでの撮影が楽しめます。 


プリントタイプ切り換えレバーで、プリントタイプをセットします。 



をプリントタイプの作例写真につきましては、 P.8 の「アドバンストフォトシステム 
について」をご覧ください。 


2構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

国注意プリントタイプを切りあえる際のご';ま意 

ファインダーをのぞきながら、プリントタイプ切り換えレバーを操作しない 
でください。指先やつめで目などを突くと、ケガの原因となります。 
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日付-時刻の合わせ方と印字について 


I このカメラは、「年月日」•「時分 （24 時間制）」•「月日 
年」.「日月年」のいずれかをプリントに印字することが可能です 
(どの露出モードでもプリントに印字は斤えます)。 

日付と時刻の合わせ方 

i 電源スイッチを OFF にし、 SELECT ボタンを押して修正する数字を 
' 点滅させます。 




• SELECT ボタンを巧すごとに、年-月一日-時一みの順に数字が点滅します。 


^要点電;也交換とデート機能について 


カメラの電;也はデート機能の電源も兼ねています。電化を交換する際 
和 P.18)、 電池を抜いたが態が約5分を超えるとリセ'ソトされ、電池を入れて 
も！:!日日日1%表示となりますので、 SELECT ボタンを押して日かと時刻を合わせ 
直してください。 


ADJUST ボタンを押して点滅している数字を修正し、修正前の表示が 
態に戻るまで SELECT ボタンを押します。 


1^1)(n) 




’ ADJUST ボタンを巧し続けると早送りになり、年の数字は、98~29の順にを化します。 
SELECT ボタンを押し、々の数字の点滅が止まり修正前の表示が態に戻れば修正は完了です。 
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日付-時刻の合わせ方と印字について一っづき一 


日付と時刻の印字方法 


電源スイッチを OFF にし、 DATE ボタンを押して印字したいデ 
ータを表示させます。 



DATE ボタンを押すごとに表示は左下のようにを化します。日かが表示されてい 
るが態では、 DATE ボタンを2砂た Lb 押すごとに右下のように変化します。 



日付（ここでは[年ち日]) 


時刻[時分] 

プリント表面に印字なし 



[年月日] 
[月日年] 
旧月年] 


表示/《ネルに印をしたいデータを表示させると、データ記録マーク曲曲が点灯し、 
プリント表面と裏面に印字が行われます。 

表示パネルに「印字なし」の「 . 」を表示させると、データ記録マーク 

田皿は点灯しませんが、プリント裏面には印宇が巧われます。 


ま意印字位置について 

印字位置は、プリントタイプ （ H . P . C ) やフィルムの3重類（カラーリバー 
サルフィルム使用時）によって変わります。くわしくは、現イ象.プリントを 
侦頼される前に、 I 吾をラボにお問い合わせください。 
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表示パネルにセットしたデータと、プリントに印字される内容の関係はつぎ 
のとおりです。 


表示バネル 

プリント時の印字内容 

プリントの表面 

プリントの裏面 

[年月日] 

[年月日] 

[年月日] 

[月日年] 

[月日年] 

[月日年] 

旧月年] 

旧月年] 

旧月年] 

[時分] 

[時々] 

[時分] 


印字なし 

[年月日時み]※ 


※ここでは[年月日]で説明していますが、曰かは時分を選がする直前の順 
番（[年月日]、[月日年]、[日月年]のいずれか）となります。 


電源スイッチを ON にして、撮景ミを巧えばプリント時にデ- 
が印字されます。 


夕 




•このカメラは、日付、時刻、タイトルなどの撮影データをフィルム巻き戻し時に 
磁気記録していますが、低温時に消耗した電池をご使胤こなりますと、フィルム 
の特性により正常な磁気記録が行われない場合があります。このため低温下を避 
けるか、電池の容量が十分であることを確認し、巻き戻しを巧うことをおすすめ 
します。 


* 

国要点プリントじ印字される内容ついて 


操作の詳細(日付と時刻) 
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言語•タイトルのセットと印字について 


■このカメラは力ートリツジフィルムに12言語、30種類のタイトルを記ままし 
て、プリントの裏面に印字することができます。 


選巧で'きる言語の一覧表 


言語ナンバー 

言語 

言語ナンバー 

言語 

Of 

デンマーク語 

08 

ノルウェー語 

ne 

フィンランド語 

05 

ポルトカル語 

03 

フランス語 

ぶ 

スペイン語 

刖 

ドィツ語 

I f 

スウェーデン語 

os 

イタリア語 

le 

英語 

06 

日本語（カタカナ） 

I3 

アメリカ英語 


-がはセツトできません。 


印字できるタイトルの一覽表（日本語) 


タイトルナンバー 

タイトル内容 

タイトルナンバー 

タイトル内容 

-- 

印字なし 

あ 

パーティ 

0； 

アケマシテオメデトウ 

1 つ 

アイラブユー 

G? 

ハツモウデ 

旧 

アリガトウ 

03 

セイジンシキ 

巧 

オタンジョウビオメデトウ 

:が 

セツブン 

即 

オメデトウ 

05 

ヒナマツリ 

む 

U 3つク 

郎 

ソツギヨウ 

だ 

ドウソウカイ 

日-! 

こユウガク 

た！ 

エンソク 

08 

コドモノヒ 

しっし！ 

サイコー! 

03 

タナバタ 

巧 

カンゲキ！ 

IS 

ナツヤスミ 

?百 

コンナこオオキクナリマシタ 

I I 

ウンドウカイ 

パ 

キレイ！ 


シチゴサン 

巧： 

シュウガクリョコウ 

13 

メリークリスマス 

巧 

ガンバレ 


ボウネンカイ 

30 

ウレシイナ 

15 

シンコンリヨコウ 
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言語ナンバーとタイトルナンバーのセットと印字方法 


電源スイッチを ON にして、言語ボタンのを押しながら、コマ 
ンドダイヤルで印字したい言語の言語ナンパーをセットします。 











I 言語ナンバーとタイトルナンバーは、1コマごとに変更して印字できます。工場 
出荷時、言語ナンパーは ！ f :英語、タイトルナンバーは--:印字なしにセット 
されています。 

• 各言語の印字できるタイトルー寶表は別紙をご覧ください。 

• ラボ店によっては印字できない場合があります。現像-プリントを依頼する前に 
ラボ店にご確認ください。 


タイトルボタン〇を押しながら、コマンドダイヤルで印字した 
い タイトルのタイトルナンバーを セツ トします。 




.解除する場合は、タイトルナンパーを--:印字なしにセットします （ wP .60)。 


操作の詳細(言語•タイトル) 
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言語•タイトルのセットと印字について一っづき一 


0この状態で撮影を巧えば、プリント時に希望する言語でタイ 
d トルが印字されます。 



セ’ソトされている言語ナンバーとタイトルナンバーの確認は、それぞれ言語ボタ 
ノ。、 タイトルボタン〇を押すことによって巧えます。 

このカメラは、日付、時刻、タイトルなどの撮影データをフィルム巻き戻し時に 
磁気記録していますが、低温時に消耗した電弛をご使用になりますと、フィルム 
の特性により正常な磁気記録が巧われない場合があります。このため低温下を避 
けるか、電池の容量が十分であることを確認し、巻き戻しを巧うことをおすすめ 
します。 


宜ミち意言語ナンバーとタイいレナンバーの解除につぃて 

言語ナンバーとタイトルナンバーは一度セットすると、角军除印字なし） 
または他のナンバーに変更しなぃ限り維持されます。電源の OFF 、 電池 
の交換によって解除する ことは できませんので注意してください。 
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■記を写真など、撮影を自身も一緒に写りたいときなどに便利です。兰脚等 
を使用し、カメラをまをさせてから斤ってください。 

1表示パネルにのが点なするまでセルフタイマーボタン®を押します 
■ (または、セルフタイマーボタン®とコマンドダイヤルで&を点なさせます)。 


• AF (才ートフオーカス）でピントが合っていない時など、カメラのシャッターがき 
れなし、が態ではセルフタイマーは作動しません（警告表示にもを意してください)。 

. ファインダーから目を離して撮該するときは、適正露出に影響をちえる逆入光を 
防ぐため、シャッターボタンを押す前に手またはイ寸属のアイピースキャップ 
批 P .64) で接眼部を覆ってください。 

•AF (才ートフオーカス）でピントを合わせる場合は、セルフタイマーを作動させ 
る時にレンズを体で覆わないように注意してください。 

構図をみめ、ピントを合わせてシャツターボタンを巧します。 




•作動を開始すると、セルフタイマーランプが8炒間点滅、2秒間点灯して、シャ 
ツターがきれます（表示パネルの公は10抄間点滅します）。ホ目軽減モード 
(陽 P .65) をセツトしている時は、最後の2砂間のランプ点灯後、ランプがホ目 
軽減モード撮影時の明るさになり、スピードライトが発光します。 

•解除する場合は、作動前に再度セルフタイマーボタンを表示パネルののと I が 
消灯するまで押すか、セルフタイマーボタンとコマンドダイヤルで、表示パ 
ネルの&と I を消灯させます。作動中はセルフタイマーボタン®を押すか、電源 
スイツチを OFF にすると角军驗できます。 

. バルブ設定時は1/30秒できれます。 



\ 厂が 


セルフタイマー撮景; 


操作の詳細 


(セルフタイマ—) 
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リモコン撮影/タイム撮影 


■付属のリモコンを使用すると離れた場所からカメラのシャツターをきるこ 
とができ、記を写真など撮影者自身も一緒に写りたいときに便利です。 
また、長時間露出（バルでにセツトして («■ P .52) 送信ボタンを押す 
と、シャツターが開いたままとなるタイム撮影が斤えます。ケーブルレ 
リーズの代わりとしても利用できます。兰脚等を使用し、カメラをまを 
させてご巧用くださし、。 


表示バネルに&|、または I が点灯するまで リモコンボタン®) を巧しま 
す（または、 リモコンボタン®) と コマンド ダイヤルで 妇 1、または I を 
点灯させます)。 



-リモコンの作動時間には、送信ボタンを巧してから2朽)後にシャッターがきれる 
2秒リモコンモードの i と、瞬時にシャッターがきれる瞬時リモコンモー巧があ 
ります。 

-リモコン撮影をセ’ソトすると60秒間、送信磯からのリモコン信号を受けかける 
待機が態となります。60秘遇ぎるとセットが解除され、表示パネルの i または&| 
ザ''肖灯しずす 

•リモコンをセットし AF (才ートフオーカス）で撮影する場合、ピント合わせに 
は次の2つの方まがあります。 

1. リモコンの f 言号によりピントを合わせる場合： 

ピントが合うとシャッターがきれます （2 砂リモコン時は2砂徽。ピントが 
合わないと待機が態になります。 

2. あらかじめシャッターボタンを半押ししてピントを合わせる場合： 

リモコン待機時間中にシャッターボタンの半押しを続けてファインダー内表 
示にピント表示♦が点灯すると、シャッターボタンから指を離してもフォーカ 
スロックが態となります。リモコンの送信ボタンを押すとシャッターがきれ 
ます （2 砂リモコン時は2秒後)。 

•カメラのシャッターがきれなし、状態では作動しません。 

. ファインダーから目を離して撮影するときは、適正露出に影響を与える逆入光を 
防ぐため、送信ボタンを押す前に手または付属のアイピースキャップ（防 P .64) 
で接眼部を覆ってください。 
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.シャツターがきれた後は待撥時間が20秒となります。 

リモコンをカメラに向け、送信ボタンを押して、撮影します。 



• 2抄リモコンモード時はセルフタイマーランプが約2砂間点灯した後シャッター 
がきれ、瞬時リモコンモード時はシャッターがきれた後セルフタイマーランプが 
点灯します（スピードライトイま用時は除く）。スピードライトを上げた状態でホ 
目軽減モード（陪 P .65) をセットしている時は、2秒リモコンモード時には約2 
砂間点灯後、瞬時リモコンモード時にはただちに、ホ目軽減モード撮影時の明る 
さになり、スピードライトが発光します。 

-解除したい場合は、作動前は設定時と同様の操作で表示パネルのむ i または i を消 
灯させます。作動中は電源スイッチを OFF にするか、リモコンボタン®を押し 
ます。 

-リモコンを使用しての撮影可能範囲は、カメラの正面で 5 mL リ内です。それに Lb 
の範囲での撮影は、セルフタイマー撮影 （防 P .61) を行って〈ださい。また、 
極端な逆光が態ではリモコン撮影が巧えない場合があります。 

• 送信ボタンを押してもシャッターがきれなし、場合は、リモコンの電池交換が也、要 
です（電池の寿命は10年間です)。電池の交換は也、ず当社のサービスセンター • 
サー ビス ステーシヨ ンにご化頼ください（有ネ斗)。 


要点，タイム撮影について 

長時間露出（バルブ）（防 P .52) をセットしてリモコン撮影を巧うと、タイ 
ム撮影となります。送信ボタンを押すとシャッターが開いたままになり、再 
度送信ボタンを押すとシャッターが閉じます。長時間露出（バルブ）と同様 
に夜景や天体撮影などに便利ですに脚のご使用をおすすめします)。タイム 
撮影中はセルフタイマーランプが2砂間に1回、微弱に点灯して、撮影中である 
ことを知らせます。 


操作の詳細 (リモコン/タイム 















視度調節機能/アイピースキャップについて 


■視度調節機能により、カメラファインダーをのぞいた時、ファインダー内 
の像を確認しやすくできます。 



ファインダーをのぞきながら、ファインダー内のフォーカスフレームが、最もシャ 
-プに見える位置まで視度調節レバーをスライドさせます。視度調節は一 1.5 〜十 
O.Sdpt (近視〜遠視）の間で可能です。また、另院りの接眼補助レンブは、-5.0-+ 
3.0 dpt の間で9種類が巧意されています。 


P ミち意視度調節レバーをスライドさせる際のごミち意 

ファインダーをのぞきながら視度調節レバーをスライドさせる際、目に近い位置 
での操作となりますので、指先やつめで目を傷つけないように注意してください。 

■アイピースキャップや接眼補助レンズ等のファインダーアクセサリーの取。付 
け方 



•アイピースキャップや接眼補助レンズをカメラのファインダー接眼部に取り付ける 
場合は接眼目当てを取り外し、ファインダー接眼部の上から差し込むように取り付 
けます。また、アイピースキャップや接眼補助レンズを取りかして、接眼目当てを 
取り付ける場合は、上下を間違えないように注意してください。 
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スピードライト撮影 


内蔵スピードライトと TTL-BL 調光について 

このカメラには 24mm レンズの画角をカバーする、ガイドナンパー16 (IS0200 • m) 
のスピードライトが内蔵されています。このスピードライトはマルチパターン測 
光で得た明るさの情報をもとに、主要被写体と背景の露出を考慮してスピードラ 
イトの発光量をバランスよ〈コントロールする TTL-BL 調光を巧いますので、自然 
な感じのスピードライト写真が撮影できます （GPU 内蔵ニッコール使用時)。暗い 
ところではもちろん、昼間の屋外撮影でも主要被写体の陰影を弱めたいときや人物 
の目にキャッチライトを入れたいときなどじ補助光としてもご使用いただけます。 

• CPU 内蔵 こ’ソコール L 心外のレンズでは、背景の露出が考慮されない、 TTL 調光となります（で 
きるだけ、 CPU 内蔵 こッコール レンズをご使用ください)。 

シンクロモードの種類と特長 

このカメラは、ノーマルシンクロ（通常のシンクロモード)、赤目軽減、スローシンク 
口、赤目轻減スローシンクロモード、発光禁止の5つのシンクロモードを備えています。 
なみ：ホ目軽減モード 

ホ目軽減モードに セッ トしてスピードライト撮影を 
行えば、スピードライトが発光する前にホ目軽減ラ 
ンプが約1砂間点灯して、暗い巧で人物の目がホく 
写るのを軽減することができます。 


な SLDW :スロー シンクロ モード 
スピードライト撮影では、通常シャッタースピード 
は1/60〜1/125秒に自動的にセ’ソトされますが、 

このモードでは背景の露出が考慮されてより低速域 
まで制御されます。したがって、背景の夕景や夜景 
の雰囲気を生かした撮景ミが巧えます。 

•ホ目軽減モードとスローシンクロモードは、表示パネルに赤目軽減スローシンクロ表 
示攝 DW を 点灯させることにより、同時に セ ‘ ソトすることもできます。 

•セット可能なシンク□モードは、露出モードによって異なる場合があります。各シンク□モー 

ドと各露出モー ドの組み合わせは、 P .70 の「各モードの組み合わせについて」をご覧くださし、。 

放 



スピ—ドライト撮影 








スピー ドライト撮影一っづき一 


内蔵スピードライトの撮影方法 

1 スピー ドライトロック解除 レバーを スライドさせ、 スピー ド 
' ライトを上げ、シンクロモードボタンを押してシンクロ 
モードをセツトします。 



スピードライトを上げると充電が開始され、完了するとファインダー内にレディ 
ライトなが点灯します（半押しタイマー ON 時)。 

シンクロモードボタン®を押すごとにシンクロモード表示は次のように変化し 
ます。また、シンクロモードボタン m を押しながらコマンドダイヤルを回して 
もセツトできます。 



— ► シンクロモードボタン 

>シンク□モードボタン 
+コマンドダイヤル 


. ノーマル シンクロをセ’ソ ト した時は、シンクロ モー ドボタン m から指を離すと、 
ノーマル シンクロ表示4は消灯します。 

•露出モードが夜景モード（イメージプログラム）の時は、自動的にスローシンク 
ロモードに セッ トされます {^ P .70 )o 
-スピードライトを収納するときは手で軽く押し下げます。 

•発光禁止モードは、スピードライトを上げたが態でのみセットできます（スピ ー 
ドライトを収納すると解除されます)。 
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El を意 各シンクロモードごとのごま意 

•赤目軽減モードと赤目軽減スローシンクロモードでは、シャツターボタンを押 
し込んでから約1妙間赤目軽減ランプが点灯後スピードライトが発光しますの 
で、シャツターがきれるまでカメラや被写体の人物が動いたりしないように注 
意してください（シャツターチャンスを優先するような撮影にはおすすめでき 
ません)。 

•装着するレンズによってはホ目軽減ランプの光がレンズによってケラレ、画面 
内の人物の位置によっては赤目軽減効果がそこなわれることがあります。 

•スローシンクロモー ドと赤目軽減 スローシンクロモー ドでは、 シャツタースピ 
-ドが遅くなりますので手ブレに注意してくださし、に脚のご使巧をおすすめ 
します)。 


2露出モードをセットし、シャッタースピードと絞りを確認します。 

.露出モードごとの、セット可能なシャツタースピードと絞りは下表のとおりです。 


露出モ-ド 

セ‘:/卜可能な 
シャッタースピード 

セット可能な絞り 

割谓ぺージ 

ALJTOT - ド 

マルチプログラムオート 

イメージプログラム 

カメラが自重出勺にセット 

カメラが’自重柏ろにセット 

i ^ P .45 

*^ P .46 

i ^ P .49 

シャツタ M 憂先オート 

1/125砂〜30砂※1 

カメラが’自重柏ろにセット 

i ^ P .47 

絞り優先才ート 

カメラが自重巧勺にセット 

任意の撼り※2 

i ^ P 48 


《1:1/125砂より高速の シャツ タースピードに セツ トしてある場合は、内蔵スピードライト 
を上げると、自動的に同調シャツタースピードの1/125砂にセツトされます。表示パネ 
ルの1/125砂凶上のシャツタースピード表示は点減し、ファインダー内表示には1/125 
砂が点灯します。 

《2 :調光範囲は使用フィルムのに 0 感度と披りによってみまります。披り優先才ート時の 
絞りのセツトは、 P . 煎の調光範囲を考慮して行ってください。 


スピ—ドライト撮影 
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スピー ドライト撮影一 っづき一 


ファインダー内にレディライトなが点灯していることを確認し、 
調光範囲知 P .69) を考慮して撮影します。 



•シャッターをきった後レディライト5が約3炒間点減した場合は、フル発光して露 
出不足の恐れがあります。撮影距離、絞り、調光範囲批 P .69) などを再度確認し 
て、撮影し直してください。 

•AF (オートフォーカス）で撮影時に被写体が暗い場合は、自動的に AF 補助光 
(陽 P .42) を照射してピントを合わせまず。 

内蔵スピードライトじ使用可能なレンズじついて 

内蔵スピードライトには、 24 mm (撮影距離が上)、28〜 300 mm (撮影距離が 0.6 m 凶上） 
までの CPU 内蔵二‘ソコールレンズが使巧できます。ただし、下記のズームレンズではケラレが 
発生し、写真の周辺光量が低下しますので、使用できる焦点距離や撮影距離に制限があります。 


ケラレの起きる AF ズームレンズ 

を意していただきたいこと 

24〜 50 mm f /3.3 〜 4-5 

上で使用可能 

24〜 120 mm f /3.5 〜 5.6 

35 mm お下は使用和!、 50 mm 時は1加む上、 120 mm 時肌 Smlil 上で使用可能 

28〜 70 mm f /3.5 〜 4.5 

28 mm の ImJiLb で使用可有目 

28〜 80 mm f /3.5 〜 5. 6 

28 mm の1で使用可能 

28〜 85 mm f /3.5 〜 4. 5 

28 mm と 35 mm は使用不可 

28〜105 mm f /3.5 〜 4.5 

35 mm の1 .5 mliLh で使用可能 

28〜200 mm f /3.5 〜5.目 

28 mm と 35 mm は使用不可 

35〜 70 mm f /2.8 

35 mm は使用不可 

35〜 135 mm f /3.5 〜 4.5 

35 mm の 2 mJiLb で使用可有目 

70〜 180 mm f /4.5〜5.6 

70 mm の 3 mJiLb と100 mm の1 miiLh で使用可能 

80〜200 mm f /2.8 

80 mm は使用不可 
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• レンズフードは取り外して使用してください。 

•マクロ付きズームレンズはマクロ領域では使用できません。 

•焦点距離が300 mmJiTF のもののうち、下記のレンズは使用できません： 

AF-S 300 mm f/2.8D、AF-I 300 mm f/2.8D、AF28mmf/1.4、AF-S ズーム 28 〜 70mm f/2.8D、 
AF ズーム 20 〜 35mm f/2.8D 

• AF 二’ソコールレンズじ1外のレンズのご使用はおすすめできません。 

• IX240 システム対応カメラは、焦点距離と画角の関係が 35mm 判カメラ使用時の場合と異 
なります （防 P . 38 )。 


調光範囲（光の届く範囲）について 

スピードライトは、使用するフィルムのに0感度と絞りによって調光範囲 
(光の届く範囲）が異なります。下表を参考にしてください。 


に0 感度 く > 内はガイドナンバー 

調光範囲 
※相） 

25 く 5 於 

50 く 7.8> 

100 く 11 > 

200 く 15.6> 

400 く 22> 

800 く 31 > 

一 

— 

1-4 

2 

2.8 

4 

1.4 〜 7.9 

一 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

1-5.5 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

0.7 〜 3.9 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

0.目〜2.8 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

1目 

0.6-2 

4 

5.6 

8 

11 

16 

22 

0.目〜 1-4 

5.6 

8 

11 

16 

22 

32 

0.6 〜 1 

8 

11 

16 

22 

32 

一 

0.目〜 0.7 


※スピードライト光の届く距離は、ボイドナンバー[このカメラの内蔵スピードライト 
の場合は16 (IS0200 - m)] 今セットした絞りイ直によっても、割り出すことができます。 


スレーブフラッシュコントローラー SU4 について 

スレーブフラッシュコントローラー SU-4 を使用すれば、内蔵スピードライト 
と同時に、別売りのスピードライトを発光させることができます。 

P.72 の「別売りアクセサリーについて」もご實ください。 


スピ—ドライト撮影 
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各モードの組み合わせについて 


■各露出 モー ドと各機能の組み合わせを一覧表にしてあります。装着レンズ 
はIXおよび AF ニッコー ルを基準に説明しています。 


人。 圓 

AF 

モ-ド 

AF 

補助光 

プログラム 

シフト 

露出補正 

測光 
モ-ド 

ノ-マル 
シンクロ 

赤目龍 

ホ目搔成 

ス □- 

シンクロ 

ス □- 
シンクロ 

燃止 

露出トドを\ 

P .42 

P .42 

P .51 

P .53 

P .51 

P .32 

P .65 

P .65 

P .65 

P .66 

お£才ート 

AF-A 

〇 

- 

- 

マルチバターン 

◎ 

〇 

- 

- 

- 

P 7 ルチプ□グラム 

AF-A 

〇 

〇 

〇 

マルチバターン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

S シャット聯トト 

AF-A 

〇 

- 

〇 

マルチバターン 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

A 较り職才-卜 

AF-A 

〇 

- 

〇 

マルチバターン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ミポ-ル-卜 

AF-A 

〇 

〇 

〇 

マルチバターン 

◎ 

〇 

- 

- 

〇 

B 風景 

AF-A 

- 

〇 

〇 

マルチバターン 

◎ 

〇 

- 

- 

〇 

A クロー ズアップ 

AF-A 

〇 

〇 

〇 

マルチバターン 

◎ 

〇 

- 

- 

〇 

巧巧景 

AF-A 

〇 

〇 

〇 

マルチバターン 

- 

- 

〇 

◎ 

〇 


AF - A ： 才ー ト AF サーボ 


〇 :セットできます。 

◎:露出モードがセットされると、自動的にこのモードにセットされます（ただし、イ也のシン 
クロモードへの切り換えも可能です)。 

一：セットできません。 

^^•みド補助光照射中やホ目軽減モード、赤目軽減 スローシンクロモー ドでホ目軽減ランプが点灯 
している場合はコンティニユアス AF サーボ ( AF - C ) には切り換わりません（セルフタイマー 
撮影中やリモコン撮影時の待磯中も同穂です)。 

• CPU 内蔵ニッコールがかのレンズを装着した場合、露出モードは S (シャッター優先才ート） 
でのみ撮影が巧えます。ただし、シャッタースピードと絞りは撮影者自身がセットするか要 
があります。また、カメラの露出計は作動しません。絞りのセットはレンズの絞りリングで 
行ってください（表示パネルとファインダー内表示の披り表示は、 F -- となります)。また 、 S 
(シャッター優先オート) では長時間露出（バルブ/タイム）撮影が斤えます。 

•各シンクロモードは、 TTL - BL 調光（屈 P .65) で制御されますが、 CPU 内蔵ニッコール外の 
レンズを装着した場合は、 TTL 調光となります。 
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資料編 


別売りアクセサリー、 

カメラと電池の取り扱いについて、 
仕様、索引などが書かれています。 









別売りアクセサリーについて 


■ここでは、別売りアクセサリーのうち代表的なものをご紹介します。 
f •専用ソフトケース 

このカメラには2種類のま用ケースが巧意されています。 

- CS -27 : 1 X 30 〜 60 mm f /4 〜氏目レンズを装着したまま収納できます。 

• CS -28 : 1 X 60 〜 180 mmf /4.5 〜 5.6 レンズを装着したまま収納できます。 


I パワーパック MB -11 

MB -11 をプロネア S に装着すると、入手が容易な単 3 形アルカリ乾電池や単 3 形リチウ 
ム電池 4 本が使用できます。特に単 3 形リチウム電池を使用すると、撮影可能なフィル 
ム本数が増すとともに、低温時でもを定した性能が得られます。 


IX ニッコールレンズ - AF ニッコールレンズ 

プロネアき 用交換レンズと して、 IX 二’ソコール30〜 60 mm f /4 〜5.6、60〜 180 mm f /4.5 〜 
5.6、20 〜目 0 mm f /3.5 〜5.6、24〜 70 mm f /3.5 〜5.6、60〜 180 mm f /4 〜5 .目が用意されてい 
ます。また、 AF 二’ソコー ルは 16 mm フィッシュ アイ レンズから 600 mm 超望遠レンズま 
で、数十種類のレンズが使用できます。このカメラには、そのほとんどのレンズが使 
用可能で、撮影領域がより拡がります。 


フイルター 

レンズ保護用として NC フィルター、特殊撮影用として円偏光フィルターなどが用意 
されています。 


ス レー ブフラッシュコント ローラー SU -4 

別完りスピードライトにスレーブフラッシュコントローラー SU -4 を装着すれば、プロ 
ネア S の巧蔵スピードライトの発光と同時に、別売りスピードライトを発光させるこ 
とができ、 TTL 調光による増灯撮影が行えます。 
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ブラケット SK -7 

ブラケット SK -7 を使えば、 SLM を装着した別売りスピードライトをプロネア S に取り 
つけることができます。 



カメラの取り扱いと電池の取り扱いについて 


■カメラの取り扱い 


A 警告 

0 

使用禁止 

シンナーゃベンジンなどの有機溶剤をカメ 
ラの清浄に使用しないこと 
义災ゃ健康障害の原因となります。 

製品を破損します。 

参カメラ本体をお手入れする隙の注意 


カメラ本体のお手入れは、ブロアーでゴミやホコリを軽く吹きキムった後、柔らかい';青潔 
な布で軽く拭いて〈ださい。 

賴こ、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔なをで塩分を拭き取ってか 
ら、乾いたホで軽く拭いて乾かしてください。 

•ミラーやレンズをお手入れする隙のを意 

レンズやミラーにゴミやホコリが付いているときは、キズが付きやすいので、ブロアー 
で ゴミやホコリを軽く 吹きおう 寺呈度にしてください。 

万一指紋などが付いてしまった場合は、柔らかい清潔なホに巿販のレンズクリーナーを 
少量湿らせ、軽く拭き取ってください。 

参強いシヨックを与えないでくださし、。 

カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたりしないようにを意してくださし、。 

強い衝撃や振動を加えますと、破損したり精密に調整された部分に悪影響を巧ぼします。 

•強い電ぶや磕気を発生する場巧は避けてください。 

テレビ塔のような強し、電波や磁気の発生する場所では、カメラが正常に作動しなくなる 
ことがありますのでミち意してください。 

♦風通しの良し、場戸斤に保管してください。 

カビや故障などを防止するために、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管し 
てくださし、。 

•ナフタリンや桓脳の入ったタンスの中、磁気を発をする器具のそば、極度に高温となる夏期の 
車内、使用しているストーブの前などにカメラを置かないでください。故障の原因になります。 

♦極端な温度変化は避けてください。 

温度差が極端となる巧谨い巧から急に暖かい巧や、その逆となる巧）にカメラを持ち 
込むと、カメラの内外に水滴を生じます。 

•カメラをバッグやビこール袋などに入れて、周囲の温度になじませてからご使用ください。 
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カメラの取り扱いと電池の取り扱いに ついて一つづき一 


♦保管する際は電池を取り出し、乾燥剤といっしょにしてくださし、。_ 

長期間カメラを使巧しないときは、電池の液漏れなどからカメラを保護するために、力 
メラから電池を取り出して保管してください。 

•保管する際は、カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤といっしょに入れておくとより 
を全です（電池も高温多湿となる場所を避けて保管してくださし、)。ただし、巧ケー 
スをビ ニール 袋に入れておくと、変質することがありますので腫けてくださし、。 

-乾燥剖（シリカゲル）は湿気を吸って効力がなくなりますので、ときどきとりかえてください。 

-カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビゃ故障の原因となることがあり 
ますので、1力月に1度を目まに電源を入れて、スピードライトを発光させながら数回 
シャッターをきってくださし、。 


■電;也の取り扱い 


A 警告 


乂 一 、 電池は幼 i 百の手の届かないところに 

(\)おくこと 

^ 万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医 

が置禁 it 師と相談してくださし、。 


•3 V リチウム電池に R 2) 2本を使用して〈ださい。 

•大切な撮影に際しては、早めに電池を交換するか、予備の電池を携行して〈ださい。 

•電池を入れるときは、カメラの電源を OFF にしてください。 _ 

電池を人れるときは、カメラの電源スイッチを OFF にしてから、 @ e 帥違いのないよう正しく人れてください。 
•交換するときは、同ーメーカーの同じ種類の新しい電池2本を同時に交換してください。 
•か罵の電池は購入時の作動テスト巧ですので、寿命が短し、場合があります。 

•電池の両極が汗や油などで巧れていると、接ち虫不をの原因となります。乾いたをでよ 
く拭いてから使用してください。 

♦低温時には新しし、電池を使用してください。 _ 

低温時に消耗した電池を使し、ますと、カメラが作動しな〈なることがあります。 

低温時に撮黃ミする場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めな 
がら交互に使用してください。 

.低温時は、常温時より巻き上げ速度や撮影可能本数も低下します。低温のために、一 
時的に性能が低下して使えなかつた電池でも、常温に戻ると使える場合があります。 

•電池を火の中に投入したり、シヨートさせないでください。 _ 

電池を火の中に投入したり、シヨートさせたり、分解、加熱、充電したりしないでくださし、。 
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アフターサービスと保証について 


■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問は最寄りの ニコンサービスセンター、サービスステーシヨン 等、当社 サービス 
機関へお寄せください。 

♦当社サービス機関につきましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

■修埋を侦頼される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にごお頼ください。 

参ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理をが頼することができなし、場合は、最寄りの販売店、 
または当社サービス機関にご相談ください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後7年間を目をとしています。 

♦補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために化要な部品です。 

♦1 慶理可能期間は、部品イ呆を期間内とさせていただきます。なお、部品保有期間経過後におき 
ましても、修理可能な場合もありますので、ご購入店、または当社サービス機関へお問い 
合わせください。 

♦水巧、义災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、修理が不可能とな 
ります。なお、この故障または破損の程度の判をは、当社サービス機関にお任せください。 

广-製品の保証について- . 

①この製品には「保証書」がついていますのでご確認ください。 

③ 保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすることになってい 
ます。 

「ご愛用者氏を」および「ご住所」「購入年月日」「購入店を」がすべて記載された 
保証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。 
感保証規赴こよるイ呆証修理は、ご購入日から1年間となっております。 

「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理がお受けになれないこと 
になりますので、もしお受け取りにならなかった場合は、ただちにご購入店にご 
請求ください。 

④ 海外での保証内修理は領収書の提示を求められることがありますので、保証書と 

ともに領収書の携行をお願い致します（領収書のない場合は有料となる場合があ 
ります)。 

感イ呆証期間経過後の修埋は、原則として有料となります。また、運賃諸掛かりはお 
客様にご負担願います。 

® 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスについてご不 
明なことがございましたら、ご購入店、または当社サービス機関へお問い合わせ 
〈ださい。 
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故障かな？と思ったら （修理を化頼される前に) 


こんなとき 

原因 

が処方ま 

参照 

表示/、•ネル 

ファインダー内 



ページ 

fee 

Fiflf 

♦レンズの紋りリングが最 / J 、 

♦レンズの被りリングを最小 

P.21 

(点滅） 

(点滅） 

披りになっていません。 

披りにしてくださし、。 




参電池容量がわずかです。 

♦予備の電池を用意してくだ 

P.19 

(点灯） 



さい。 




♦電池が消耗しています。 

♦電池を交換してください。 

P.18 

(点滅） 





If 1- 广と 

Ifrr 

♦電池容量が'低下、もしくは 

参電源スイッチをいったん 

P.18 


(点滅） 

低温環境下で各作動が異常 

OFF にして電池を交換した 


(点滅） 

に遅くなった場合は、警告 

後、電源スイッチを ON にし 



表示とともにイ亭止します。 

てくださし、。 


F ■— 

F ■ ■ 

♦ CPU 内蔵 ニッコール 政外の 

♦ CPU 内蔵ニッコール（ IX 二 

P.20 

(点滅） 

(点滅） 

レンズが装着されているか、 

ッコールを含む）を使用し 

P.37 

またはレンズが装着されて 

てください（ただし、 S モ 




し、ません。 

—ドにセットすれば撮影で 
きます)。 


If 1- 广と 

Err 

♦フィルムが正しく装てんさ 

♦フィルムを取り出して装て 

P.22 

〇 

(点滅） 

れていないか、撮影済みの 

んし直すか、新しい力ート 


(点嫩 

If 

力ートリツジフィルムが乂 

リッジフィルムに交換して 



っています。 

くださし、。 


(点灯） 


参フィルムの再装てん時に磁 

参電源スイッチを OFF から ON 

P.22 


気ノイズを検巧した場合 

にするか、カートリッジフ 




(力ートリッジが途中まで使 

ィルムを入れ直すかしてく 




用の場合)。 

ださい。 




参フィルムの再装てん時に 1 

♦新しい力ートリッジフィル 

P.22 



コマも磁気情報が無いか、 
最終コマまで磁気書き込み 
がある場合。 

ムに交換してください。 




•使用不可能なフィルム（異 

♦新しい力ートリッジフィル 

P.22 



常）が装てんされた場合。 

ムに交換してください。 
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こんなとき 

原因 

巧処方ま 

参照 

表示パネル 

ファインダー内 



ページ 

〇 


♦フィルム巻き戻し完了後、 

♦力ートリッジフィルムを取 

P .31 

(点滅） 


力ートリツジフィルムを取 
り出さずにおくと、シャツ 
ターボタンを押すたびに点 

り出してください。 





減します。 

参電池を入れない（または電 

♦電源ス イッチを ON にして力 

P .22 



池が消耗）状態でカートリ 

ートリッジフィルムを入れ 




ツジフィルムを装てんし、 
その後電池を入れた場合。 

直してください。 


£ r 1 -と 


•電池容量が低下している場 

参電源スイッチをいったん 

P .18 

〇 


合や低温時はモーターが停 

OFF にして電池を交換した 

P .40 

(点滅） 


止し、フィルム巻きおしが 

後、電源スイッチを ON にし 



行われません。 

て再び巻き戻しを行ってく 
ださし、。 





♦フィルム巻き房し時に何ら 

参まず、電源スイッチをいっ 

P .18 

raiMl 

(点滅） 

かの異常が生じた場合。 

たん OFF にしてから ON にし 


(点滅） 

参卷きおし中にカートリツジ 

ます。それでも巻きおしが 


または 


ぶたを開けた場合。 

正常に作動しない場合は、 


If 1- 广と 


参正常な巻きおしが行われな 

再度電源スイッチを OFF に 


raiMl 


い場合（低電圧)。 

して電池を交換した後、電 


〇 


参撮影巧能 コマ 数と撮影 完了 

源を ON じしてください。 


(点滅） 


コマ 数が異なった場合。 





•何らかの不具合が発生して 

参電源スイッチをいったん 

P .18 

(点滅） 

(点滅） 

います。 

OFF にして、再度 ON にして 
くださし、。 



一 

•AF (才ー トフオーカス）で 

•M (マニュアル） でピント 

P .43 


(点滅） 

ピント合わせができません。 

合わせを行ってください。 



< 

•被写体に近づきすぎていま 

♦被写体からもっと離れて撮 

P .29 


(点な） 

す。 

影を斤ってください。 


；-； f 

: -! ； 

•被写体が明るすぎてカメラ 

♦ S モード時はシャッタース 

P .47 

(点灯） 

(点な） 

の制御範囲を超えています。 

ピードをより高速側にセッ 
卜してくださし、。 
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故障 かな？と 思ったら（修理を化頼される前に）一っづき一 


こんなとき 

原因 

が処方ま 

参照 

表示/、•ネル 

ファインダー内 



ページ 

l-i ; 

l-f ； 

♦被写イ本が明るすぎてカメラ 

♦A モード時はより大きい数 

P.48 

(点灯） 

(点灯） 

の制御範囲を超えています。 

値の絞り値にしてください。 
参そのイ也の露出モードでは、 
ND (光量調節用）フィルタ 
一を使用してください。 

P.45 
〜49 


し。 

♦被写体が暗すぎて、カメラ 

♦S モード時はシャッタースピ 

P.47 

(点灯） 

(点灯） 

の制御範囲を超えています。 

ードをより低速側にセットし 
てくださし、。 

参 A モード時はより小さい数 
値の絞り値にしてください。 
参そのイ也、スピードライトを使 
用してください。 

P.48 

P.45 
〜49 

bul b 

hu( 

♦S モードでシャッタースピー 

♦S モードのままで30砂より速い 

P.47 

(点滅） 

F " ■ 

(点滅） 

(点滅） 

F "— 

(点滅） 

ドが長時間露出（と iijiL と 1) 撮 
影にセットされています。 

シャッタースピードにセットし、 
長時間露出を解除してください。 
または、長時間露出撮影を行う 
場合は、いったん A モードにセ 
ットして コマン ドダイヤルで絞 
りをセットしてください。 

P.52 


ろ 

♦被写体が暗いのでスピードラ 

♦内蔵スピードライトを使用 

P.32 


(点滅） 

イトの使用をすすめています。 

してください。 

P.65 


ろ 

•発光直後の約3砂間の点減 

♦撮影距離、絞り値、調光節 

P.67 


(点滅） 

は、フル発光して露出不足 
の恐れがあります。 

囲などを再度確詔して、撮 
影し直してください。 

P.69 

シャッター 

125 

♦S モードでスピードライト 

♦そのまま撮影を斤えば、シ 

P.67 

スピー ド 表示 

(点滅） 

(点灯） 

使用時、シャッタースピード 
が1/12^がこ自動的にセットさ 
れています。 

ャッターが1/125ゆできれ、ス 
ピードライトが発光します。 



[ 電子制御カメラの特性について 卜 


きわめて稀なケースとして、表示パネルに異常な表示が点灯したまま、カメラカザ a * しなくなることがあります0 
I 原因として、外部から強力なが電子回路内部に侵入したことが考えられます。で一このような状態になった 
I ときは、電原スイッチを OFF にして電池を入れ直し、吾原スイッチを ON にしてカメラを Mil させてみてくださし、。 
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仕様 


形ホ 

モーター、スピードライト巧励 X 240 システムー眼レフレックス電子制御まフォーカルプレ 
ーンシャッターオートフォーカスカメラ 

露出制御 

进：才ートモード 

P : マルチプログラムオート（プログラムシフト可旨お 

S :シャッター優先才ート 

A :絞り優先才ート 

イメージプログラム（ま：ポートレートモード、 a :風景モード、度：クローズアップモード、 
巧：巧景モード、プログラムシフト可能） 

面面サイズ 

16.7 X 30.2 mm 

プリントタイプ切り換え 

H / P / C の对重類のプリントタイプ遇巧可能 

レンズマウント 

ニコン F マウント 

交換レンズ 

• IX ニッコール、 D タイプ AF ニッコール、 AF - S . AF - I ニッコール：フル機能使用可。 

• 0タイプ]^^かの4ドニッコール （ F 3 AF 用を除く）：3[>6分割マルチパターン湖光を除〈機能 

• Ai - P ニッコール： 3 D ぶ分割マルチパターン測光わよび才ートフォーカスを除く楼齡ま用可。 
• CPU 内蔵ニッコール W 外 （ Ai - S / Ai / シリーズ E / 改造 Ai ) のレンズ：露出モードは S モー 

ドで可 (露出計は使用不可)、促かソ上明るいレンズでフォーカスエイド可 

使用フイルム 

IX 240 力ートリッジフィルム 

ファインダー 

アイレベルまペンタダハミラー使用（アイポイント約 18 mm ) 

ファインダースクりーン 

クリアマットスクリーン IV くフォーカスフレーム化）標準装備 

ファインダー視野率/ 
プリント視野率 

ファインダー視野率：約87% (が実面面. 50 mm レンズ使用時)、 

プリントネ見野率：約ぉ％ (対プリント面面 • P 、 H、C タイプとも） 

ファインダー倍率 

約0.72〜 0.7 舱知 mm レンズ使用、〇〇時） 

視度調節 

—1.5 〜- hO.Sdpt 

ファインダー內表示 

ピント表示（合焦、前ピン、後ピン、合焦不能蓄告）•が[晋告.？"菩ち.ド--當告.露出 
値（シャッタースピード、絞り）•露出蓄告•露出補正マーク•フォーカスフレーム•プリ 
ントタイプ H . P . C 用フレーム•レディライト（充電完了、フル発光時の善告）•スピード 
ライト推奨マーク 

才ートフォーカス 

• TTL 位ネ目検出方ま、 AF 補巧光がに2〜180 mm レンズで使用可能、測拒可能範囲：約 0.5 〜 
3 m < スピードライト収納時約 0.5 〜 2 m >) 

. シャッターボタンの半押しを続けると作動する 
-お出範囲： EV 0~ EV 20 ( ISO 200、常温） 

レンズサーボ 

AF :才ート AF サーボ：シングル AF サーボかコンティニュアス AF サーボのどち 
らかを巧写体の動きと動きの方向によってカメラが自動的に選がする 
-シングル AF サーボ（ピントか‘合うとフォーカスロックする） 

•コンティニュアス AF サーボ（被写体の動きじ合わせ、ピントを追し、続ける） 

M :マニュアル 
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仕様 —つづき一 


フォーカスロック 

シングル AF サーボ時は、シャッターボタンの半押し操作で合焦したとき、シャッターボタン 
の半押し中は可能 

測化方ま 

•3D-6 分割マルチパターン測光：IXニッコール、 D タイプ AF ニッコール、 AF-S • AF-I ニッコ 
-ル装着時 

•6 分割マルチパターン測光： D タイプ]の AF ニッコール （F3AF 用を除く） /Ai-P ニッコ 
-ル装着時 

測化範囲 

ISO 200、 50mmF1.4 レンズ使用時、 EV2 〜21 

フィルム感度設定： 

IX方まによる自動設定:、フイルム感度連動範囲： 15025-10000. 

半押しタイマー 

電源スイッチ ON 後、無操作状態で5秒、または電源スイッチ ON 状態で、シャッターボタン 
の半押し後シャッターボタンから指を離してから巧んレリーズ直後は2砂（スピードライト 
撮影時は5秒） 

露出補正 

桶正範囲： 1/2® ステップで +2® の桶正可能 

ンヤッ ター 

電子制御上下走行まフォーカルプレーンシャッ々一 

シャッタースピード 

•凹、 P、A、 ま、 S、 度、 巧時： 3嫩〜1/2000秒（カメラが自動設定） 

•S モード時： bulb .孤み'〜1/2000抄、タイム（リモコン使用時） 

セルフタイマー 

電子制御が、作動時間1赋、途中解除可能 

リモートコントロール機能 

ま用ホか光を利用、送恒ボタンによるスタート、瞬時シャッター作動と2砂後シャッター作 
動のいずれか選が可能、到達距離はカメラ正面で約 5m、 送信機電池寿命約10年 
大きさ：約 60X27X10mm (幅X高さX厚み)、重量：紳 3g く電池含む） 

シンク□接点 
(巧裁スピードライトのみ） 
(外部接点は無し） 

•X 接点のみ（半導体方ホ)、1/125砂に TF の低速シャッタースピードでスピードライトに同 
調 

•スピードライト使用時に、1/2000秒〜1/1孤軌こ設をしてあるときは1/12嫩に自動切り 
換ぇ 

内蔵スピードライト 

解除レバー操作による手動ポップアップ方式 

ガイドナンバ ー16 (倍0200.171、20°〇 

照射角 24mm レンズの面巧をカバー(撮鬆拒離 1m に Ui) 

フイルム感度連動範囲 13025-800 

スピードライトの調光モホ 

TTL 自動調光センサーーな型にによるに TF の調光 M 御 
• TTL-BL 調光： CPU 内蔵ニッコールとの組み合わせ時 
- TTL 調光： CPU 內蔵ニッコール]のレンズとの組み合わせ時 

シンク□モード 

ノーマルシンクロ、ホ目軽減、ホ目段をスローシンクロ、スローシンクロモード、発光禁止 
の選が可お。 

スピードライト巧装マーク 

•スピードライト撮影推装時（ほ輝度時）；レデイライト点滅 

レディライト 

•スピードライト充電完了時：点灯（充電時間、最短で約3〜 3.5 秒） 

• フル発光による露出警告時：点滅（レリーズ後嫩間） 
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フィルム装てん 

ワンタッチローディング方式（力ートリッジ装てん後、力ートリッジぶた閉じることにより、 

ホ露光部の最初のコマまで自動巻き上げ） 

フィルム巻き上げ 

内蔵モーターによる自動巻き上げ、1コマ巻き上 tf (フィルム終端で自動巻き房し） 

フィルムカウンター 

あ晶によるデジタル表示、逆算ホ 

フィルム巻き戻し 

フィルム終端で自動巷き戻し開始、 40 EX 約20秒 

フィルム途中取り出し 

途中をき戻しボタン操作により取り出し可能、撮影途中のフィルムを再装てんすることによ 
り、撮影可能な未露光部の最初のコマまで自動巻き上け‘ 

クォーツデート/ 

タイトル機能 

-液晶表示によるクォーツデジタルウォッチ内蔵け寺計精度月差±90お似内） 

• デートデータ/タイトル：磁気記録 

-記録内容：プリント表面は年月日•月日年-日月年•時分•写し込み解除、プリント裏面 
は年月日•時々（写し込み解除時)、月ホとうるう年自動修正 （2029 年12月31日までが 
応）/に™、30タイトルをプリント裏面に印字可能 
•電源：カメラ本化より電源供給、カメラ本体の電池を取りかした状態で約5々間データを 
記憶 

表不バネル 

液晶表示によりに TF の内容を表示 

露出値（シャッタースピード、絞り値）/デート•シンク□モード•露出補正マーク•露出 
補正量.フィルムカウンター• F £ e 普告•レ^普告• F --普告•力ートリッジ在中マーク•セ 
ルフタイマーマーク • バツテリーチェック*データ言己録マーク.言語/タイトルマーク•リ 
モコンマーク 

撮影可能なフイルム本を 
( CR 2 使用時） 

フォーカスモード AF 、 シャッタースピード1/125秒1^^11、 IX ニッコール30〜 60 mm f /4 〜 5.6 
を装着し1コマ毎に半押しタイマーが' ON 後、レンズを無眼から至近間を1往復させてシャッ 
夕一をきっと場合。 [] 内はスピードライトを50%発光させと場合 

40做！り：常温 (20 で） fl 寺、約孤本|；13本]、低温卜10で）時、約17本 [7 本] 

2贿撮り：常温 (20 で）時、約41本 [19 本]、低温 (一10 で）時、約20本 [11 本] 

使用電池 

リチウム電池2本 （ CR 2 女イプ）使用、 MB -11 使用時は単3形アルカリまたはリチウム電迪4本使用 

電池容量チ I ック 

半押しタイマー ON 状態のとき、表示パネルに電池容量のチェック表示を1^0^の3段階で表示。 

• SS ■点灯：電ホ容量あか 

• EI 3 点灯：電ホ容量わずか（予備の電池を準備） 

• にュ点滅：電池交換（表示消灯時も電池交お） 

S 脚ネジ巧 

1/4インチ （ J に規格） 

大きさ 

約116 (幅） X 87 情さ） X 57 (奥行き ） mm 

重量 

約32骑（電池を除く） 


* 仕様中のデータはおに記載のある場合を除き、すべて常温 （20 で）、新品電ミ也使用時のものです。 

仕様、夕1■観の一部を、改善のため予告なしに変更することがあります。 
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索弓 I 五十音順（操作ボタン-レバー等は、各部の名称をご覧くださし、) 


英•数 3D-6 分割マルチパターン測光.… .P.34-36-51 

AF (オートフォーカス) ... P.24-36-42 

AF 補助光. . P.29-42 

AUTO (才ート） .P.26-27-45 

C タイプ（プリント） .P.8-28-54 

CPU 内蔵ニッコール ...P. 20.36 -65 

D タイプ AF ニッコ ーJ レレンス、、 .P.34-36-51 

H タイプ（プリント） .P.8-28-54 

IX240 力ートリッジフィルム .P.8-39 

IX ニッコール.. . P.20-36-51 

M (マニユア J レフオーカス）. . P.36-43 

MRC (Mid-RollChange: 力ートリ’ソジ途中交觀機能… .P.8-41 

P タイプ（プリント） .P.8-28-54 

TTL-BL 調光 .P.32-65 

イメージプログラム . P.27-49-70 

インデックスプリント ... P.9 

才ート AF サーボ ... P.6-42 

距離情報 . P.34-51 

クローズアップモード . P.27.50-70 

コンティニユアス AF サーボ .. P.42 

-V 最小絞り .P. 20.48 -50 

ご 視度調節機能 .P.64 

殺り優先才ート .P. 27.48 -70 

シャッター優先オート .P.27-47-70 
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シングル AF サーボ ... P .42 

シンクロモード . P .65-66-70 

スローシンクロモード . P .65.66-70 

セ J レフタイマー . P .61 

測光モード . P . 36.51 -70 

調光範囲 . P .33.68-69 

長時間露出（バルブ/タイム） .. P .52-63 

同調シャッタースピード . P .67 

内蔵スピードライト . P .32-65 

ノーマ J レシンクロモード . P .65 •目目 -70 

発光禁止モード . P .65.66-70 

被写巧深度 . P .34.48-50 

風景モード.. . P . 27.50 -70 

フォーカスエイド.. . P .36-43 

フォーカスモード ... P .24.3 目 -42 

フォーカスロック ... P . 24.42 -44 

プリントタイプ . P .8-28-54 

プログラムシフト ... P . 46.51 -70 

ポートレートモード . P . 27 "50'70 

マルチプログラムオート . P .27.46-70 

マルチパターン測光 . P .34.36-51 

夜景モード.. ....... P . 27.50 -70 


露出補正..., 
露出モード 


. P .45.53'70 

P .27-36-45-48-70 



























巧式をせ コ> 


Nikon 


ニコン製品のお問いさわな専用窓口です。 

<おぎ梯巧設き> ♦100.000日ま京都千代田区みの巧2-已 -2 に憂ビル1階）丘 (03)3216.1 010 

FAX (03)3287-0897 

営業曰：± •曰.祝祭曰を除く毎曰です。 営業時間： 9:00-17:45 


本な 100-8331 •栗を都卞巧田区丸の内 3-2-3 •害±ビル 


Printed in Thailand K8K1 500201 HO) 





